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五

結

論

は

じ

め

に

十
六
世
紀

以
降
二
、
三
世
紀
の
間
、
江
南
デ
ル
タ
地
域
を
中
心
と
す
る

一
連
の
新
た
な
農
業
行
政
と
新
作
物
栽
培
の
展
開
に
よ

っ
て
、
中
国
農

村
社
会
経
済

の
新
秩
序
体
系
が
確
立
し
た
。

一
方
、
都
市
の
発
達
に
と
も
な

っ
て
市
場
経
済
も
徐
々
に
発
達
し
、

一
九
世
紀
後
半
以
降
は
、
商
業

的
農
業
経
営

に
よ
る
農
業
の
商
品
化
傾
向
が
現
れ
た
。
従
来

の
研
究
に
よ

っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
こ
の
よ
う
な
動
向
は
、

中
国
農
業
発
展
史
に
お

い
て
、
画
期
的
な
分
岐
点
と
な

っ
た
と

い
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、
人
口
増
加
に
と
も
な
う
食
糧
不
足
を
主
に
開
墾
等
耕
地
拡

大
に
よ

っ
て
解
決
し
た

こ
と
に
つ
い
て
、
こ
れ
は
集
約
農
業
形
態

へ
の
転
換
を
意
味
す
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
R
a
m
o
n
 
H
.
 
M
y
e
r
s

教
授
が
主
張
す
る
よ
う
に
、①
一
九
世
紀
後
半
か
ら
進
行
し
た
と
さ
れ
る
農
業

の
商
品
化
が
実
現
す
る
た
め
に
は
、

交
通

・
流
通

・
貯
藏
技
術

・
農
耕
技
術
等
の
発
達
と
大
資
本

の
集
中
的
投
資
及
び
都
市

の
発
達
等
客
観
的
与
件
の
形
成
が
先
行
さ
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な

い
。
勿
論
、
こ
の
よ
う
な
条
件
は
現
代
的
観
点
か
ら
み
た
諸
条
件
で
あ
る
が
、
こ
の
時
代
に
お
い
て
も
あ
る
程
度
は
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ



る
か
ら
、
こ
の

一
般
的
条
件
に
対
す
る
検
討
は
非
常
に
重
要
な
関
鍵
で
あ
る
と
思
う
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
農
民
経
済
生
活
の
変
化
が
、
封
建
社
会
か
ら
民
主
共
和
制
社
会

へ
の
政
治
的
転
換
の
当
為
性
を
後
押
し
す
る
社
会
経
済
的

背
景
と
な

っ
た
点
も
時
代
の
分
岐
点
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
農
民
経
済
生
活
の
向
上
は
農
村
社
会
を
安
定
さ
せ
る
が
、
こ
れ
は
民
国

社
会
全
体

の
安
定
性
も
意
味
す
る
と
い
え
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の

一
方
で
、
民
国
時
代
が
極
め
て
混
乱
し
た
時
期
で
あ

っ
た
事
実
か
ら

見
る
と
、
社
会
経
済
的
発
達
状
況
と
政
治
的
状
況
が

一
致
し
な
い
と

い
う
矛
盾
が
現
れ
る
。
勿
論
、
こ
の
よ
う
な
原
因
と
し
て
、
軍
閥
間
の
対
立
、

帝
国
主
義

の
侵
略

・
経
済
恐
慌
等
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
も
し
、
こ
の
よ
う
な
農
村
経
済
の
発
展
状
況
が
あ
る
程
度
で
も
あ

っ
た
ら
、

農
民
に
よ
る
も
う

一
つ
の
革
命
は
起
ら
な
か

っ
た
で
は
な

い
か
と
思
う
。

農
業
の
商
品
化
等

の
新
た
な
農
業
経
営
は
、
北
方
地
域
の
新
開
墾
地
等
で

一
時
的
に
現
れ
た
か
も
知
れ
な

い
が
、
こ
の
現
象
が
全
中
国
で
普
遍

的
に
起

っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な

い
。
勿
論
、

一
九
三
〇
年
代
初
か
ら
、
新
鉄
道
の
開
通

・
公
路
の
拡
張

・
金
融
機
関
の
発
展
等

一
連
の
経
済
的
建

設
に
よ
る
交
通
の
便
利
と
流
通
の
迅
速
性
が
拡
大
さ
れ
、
ま
た
国
民
政
府
に
よ
る
農
村
改
進
事
業
が
活
発
に
展
開
さ
れ
、

一
部
地
域
の
農
家

の
収

入
増
加
は
、
当
地
域
農
民
の
生
活

の
水
準
を
向
上
さ
せ
た
と
い
え
る
が
、
こ
の
よ
う
な
現
象
が
全
農
村
地
域
で
現
れ
た
と
は
い
え
な
い
と
思
う
。

従

っ
て
、
本
論
文
で
は
安
徽
者
の
各
地
域
を
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
に
よ

っ
て
分
割
し
、
各
地
域
に
お
い
て
農
作
物
の
商
品
化
が
推
進
さ
れ
る
た
め
の

農
村
の
社
会
経
済
的
状
況
を
検
討
し
、
省
政
府
が
推
進
し
た
農
村
改
進
事
業

の
実
態
を
分
析
し
、
こ
の
よ
う
な
状
況
に
伴
な
う
農
民
生
活

の
実
相

を
考
察
し
よ
う
と
す
る
。
こ
の
よ
う
な
分
析
に
よ

っ
て
、
北
方
地
域
で
の
農
業
商
品
化
傾
向
に
対
し
て
、
中
部
地
域
で
は
ど
う
で
あ

っ
た
か
が
明

ら
か
に
な
り
、
そ
れ
と
最
近
の
地
域
研
究
の

一
環
と
し
て
、
活
発
に
展
開
さ
れ
て
い
る
民
国
以
後
の
農
村
経
済
改
良
事

業
の
成
果
論
に
対
す
る
評

価
が
可
能

に
な
る
と
思
う
。
そ
し
て
、
最
後
に
は
、
当
時
の
農
村
の
状
況
に
対
す
る
農
民
の
経
済
的

・
心
理
的
葛
藤
等

を
あ
き
ら
か
に
す
る
こ
と

が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。

二

農
業

商
品
化

へ
の
区
域
別
背

景
分
析

二
十
世
紀
に
入
っ
て
、
安
徽
省
に
お
け
る
農
業
商
品
化
が
行
わ
れ
た
か
ど
う
か
を
詳
し
く
把
握
す
る
た
め
に
は
、
農
業
商
品
化
が
行
わ
れ
る
基

本
環
境
、
即
ち
社
会
各
階
層
間
の
相
互
作
用

・
農
産
品
流
通
構
造
の
合
理
化

・
交
通
手
段
の
多
様
化
及
び
発
達
、
都
市
人
口
と
商
工
業
の
発
達
関

係

・
経
済
作
物
の
特
化
程
度
等
の
状
況
を
分
析
す
る
の
が
重
要
で
あ
る
と
思
う
。
そ
こ
で
、
本
論
文
で
は
図

一
の
よ
う
に
安
徽
省
各
地
域
の
特
性



表一1916年 院省各区別都市人口状況(入)
(単位 人)

A

県別

蕪湖

懐寧

貴池

合肥

六安

全淑

澹

南陵

都市人口

150,000

70,000

9,000

30,000

25,000

10,000

8,000

3,000

B

県別

屯渓

休寧

祁門

続漢

施徳

怪

都市人口

15,000

3,000

3,000

5,000

1,000

8,000

2,000

9,000

C

県別

宿

懐遠

蛙埠

鳳陽

臨潅関

五河

寿

正陽関

都市人口

10,000

6,000

3,500

17,000

20,000

5,000

8,000

20,000

D

県別

肝胎

酒

霊壁

天長

都市人口

1,000

4,000

4,000

5,000

E

県別

渦陽

蒙城

阜陽

穎上

鳳台

雷邸

太和

毫

都市人口

8,000

5,000

15,000

4,000

1,000

8,000

4,000

5,000

F

県別

太湖

広徳

雀山

潜山

都市人口

1,000

3,000

4,000

2,000

資料来源:東亜同文会編,支那省別全誌,安徽省,PP.49～162よ り作成

表 二 院 省 各 区 農 家 の食 粗 類 別 消 費比 及 び 熱 量 供 給 比

区

A

B

C

E

F

県別

蕪潮

合肥

六安

和

休寧

風陽

宿

阜陽

太湖

区分

食糧消費比

供給熱量比

食糧消費比

供給熱量比

食糧消費比

供給熱量比

食糧消費比

供給熱量比

食糧消費比

供給熱量比

食糧消費比

供給熱量比

食糧消費比

供給熱量比

食糧消費比

供給熱量比

食糧消費比

供給熱量比

米 嬬米 高梁 大麦 小麦 甘薯 緑豆 黄豆

100 90 0 0 90 100 0 95

86.2 4.0 0 0.4 3.6 0.1 0 0

100 0 0 0 95 50 0 0

75.1 0 0 14.9 4.6 1,2 0 0

100 0 0 0 100 10 0 15

81.9 0 0 0.7 3.7 0 0 0

100 20 0 0 88 43 0 12

85。4 0.5 0 0 6.5 0.9 0 0

100 75 0 0 35 0 0 45

70.6 1.9 0 0 O.8 0 0 0

100 0 100 29 100 24 0 0

5.8 0 28.9 1.7 39.5 0.4 20.9 0

0 0 100 100 100 100 0 85

0 0 22.3 16 28.1 13.6 11.2 5

14 0 100 0 100 95 0 100

0.8 0 28.2 0 47.3 7.2 1.3 8

100 10 0 0 95 80 0 95

55.3 0.7 0 10.2 13.7 1.9 0 1

資料 来源:ロ ッシ ング ・バ ック著,支 那 農業論 下巻,附 録,東 京,生 活社

昭和13年12月,PP.10～22か ら作 成



白完省各区農民階層変化状況表三

農作小半 小 作 農農自 作

1934

61

1923

61

1913

55

1934

19

1923

19

1913

17

1934

20

1923

20

1913

28

区 農家別

赫県評
桐城

606030202040202030箭城

454545141515323131合肥

645952181922182226蕪湖

555250302310152540宣城

555551303030151519寧国

777275161916799青陽

676557232328101215貴池

5542356853950691除

353536242425414139

A

巣

656565323232333

808080151515555
B

休寧

696969777242424寿C

202020303030505050太湖

303030504040203030
F

潜山

金陵大学農学院農業経済系論,支 那経済資料17,河 南,湖 北,安 徽

江西四省小作制度,生 活社,P16よ り作成

資料来源

に
よ

っ
て
、
六
つ
の
地
域
に
分
け
て
こ
れ
ら
の
状
況
を
考
え
て
み
る
。

ま
ず
、
A
区
は
院
省
農
業
経
済

の
中
枢

区
で
あ
り
、
蕪
湖

・
懐

寧

・
合
肥
等
三
つ
の
大
都
市
が
三
角
型

の
農
産
物
流
通
圏
に
連
結
し

て
お
り
、

一
九
三
〇
年
代
中
葉
に
至
る
ま
で
の
鉄
道
及
び
公
路
に
よ

る
陸
上
交
通
体
制

の
整
備
、
そ
し
て
銀
行

等
の
農
業
金
融
の
発
達
が

み
ら
れ
、
他
の
区
に
比
し
て
現
代
化
が
よ
り
進
行
し
た
地
域
で
あ
る

　

と

い
え
る
。
ま
た
表

一
か
ら
わ
か
る
よ
う

に
、
都
市
化
が
進
行
し
て
、

都
市
近
郊
の
農
業
商
品
化
傾
向
が
現
れ
た
可
能
性
が
高
か

っ
た
地
域

で
あ

っ
た
と
い
え
よ
う
。

A
区
の
都
市
人
口
の
発
達
は
、
C

・
D

・
E
区
の
経
済
的
沈
滞
に

よ
る
人
口
の
流
入
が
、
そ
の
主
要
な
原
因
で
あ

っ
た
。
当
時
の
人
口

の
移
動
に
は
色
々
な
原
因
が
あ

っ
た
が
、
何
よ
り
も
食
糧
の
問
題
が

一
番
大
き
か

っ
た
。
つ
ま
り
、
こ
の
よ
う

な
A
区

へ
の
人
口
の
流
入

は
、
A
区
の
経
済
的
状
況
が
C
、
D
、
E
区
に
比
べ
て
、
余
裕
が
あ

っ
た
か
ら
で
あ
る
と
い
え
る
。
当
時
各
区

の
食
糧
消
費
比
率
と
熱
量

供
給
比
率
の
統
計
表

(表
二
)
を
見
る
と

、
各
区

の
主
要
生
産
物
と

食
糧
事
情
が
知
ら
れ
る
。
即
ち
、
A
区
で
は
米
が
主
食
で
あ
り
、
小

麦
が
第

一
の
副
食
で
あ

っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
は
ま
た
A
区
が

主
要
米
作
地
帯
で
あ

っ
た
こ
と
を
示
す
。
民
国
以
降
二
十
六
年
間
、
蕪
湖
か
ら
移
出
さ
れ
た
米
は
毎
年
平
均
二
、
七
五
八
、
三
五
三
石
で
あ

っ
た

　

こ
と
と
、

一
九
三
〇
年
代
初
院
省
の
糧
食
作
物
畝
数
が
全
省
作
物
畝
数

の
八
二
%
を
占
め
た
こ
と
か
ら
見
る
と
、
A
区

の
経
済
的
力
量
と
米
を
主

要
収
入
来

源
と
す
る
伝
統
的
農
業
経
営
型
態
が
依
然
維
持
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

こ
の
地

域
で
当
該
時
代
に

一
番
著
し
か

っ
た

の
は
、
農
民
階
層
構
造
の
変
化
、
即
ち
、
自
作
農
減
少

・
小
作
農
増
加

の
現
象
で
あ

っ
た
。
こ
れ



図11930年 代安徽省区域別状況図

資料来源:東 亜同文会編、支那省別全誌、

安徽省。

金陵大学、農学院農業経済系

編、河南、湖北、安徽、江西四省

土地分類研究、上、中、下

潟和法編、中国経済史料叢書、

第一韓第一、二、三種から作図



は
政
治

.
軍
事
的
混
乱
が
、
比
較
的
経
済
の
安
定
し
て
い
た
地
域
で
起

っ
た
そ
の
背
景
を
な
し
た
こ
と
、
そ
し
て
こ
の
機
会
を
利
用
し
た
地
主
官

僚
階
層
の
連
帯
的
農
民
収
奪
が
お
こ
な
わ
れ
た
こ
と
を
示
す
。
A
区
も
民
国
以
來
経
済

・
交
通

・
政
治
の
機
能
が
拡
大
さ
れ
な
が
ら
こ
の
よ
う
な

現
象
が
目
立

っ
て
い
た
。
表
三
は
こ
の
よ
う
な
状
況
を
よ
く
現
わ
し
て
い
る
。
勿
論
他
の
区
で
の
小
作
農

・
半
小
作
農

の
比
率
も
高
い
が
、
民
国

成
立
以
降
変
化
が
な
か

っ
た
こ
と
は
、
A
区
ほ
ど
は
外
來
の
社
会
経
済
的
衝
撃
が
な
か

っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

表四 屯渓24茶戸の農家経済構造

其 の 他農産物(食 糧)葉茶目項

8.6畝246.5畝76.7畝作 物 畝

9.2%90.8%自 由 面 積 率

46.7%9.2%租 入 面 積 率

20.42元76.44元141.34元毎戸平均収入

8.6%32.1%59.3%佑総収入の比率

主:豫 郡院籟四省農村経済調査報告,第 十二号

屯渓緑茶之生産製造及運錆,南 京,金 陵大学農業経済系印行

民国25年6月,P.6--8

即
ち
、
A
区
の
よ
う
な
伝
統
的
農
業
経
営
下
で
の
都
市
中
心
の
交
通

・
金
融
等
の
発
達
、
軍
閥
政
治
と

列
強
と
の
連
合
に
よ
る
商
品
経
済
の
衝
撃

・
政
治
的
無
秩
序
下
で
の
貧
弱
な
荒
政
等
は
、
農
村

へ
の
投
資

及
び
農
民
生
活
問
題
の
等
閑
視
か
ら
く
る
も
の
で
あ
り
、
高
利
貸
の
横
行
、
不
充
分
な
経
済
事
業
と
共
に

農
村
経
済
の
破
局
的
状
況
を
も
た
ら
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
現
象
が
、
大
都
市

(蕪
湖
)
及

　

び
流
通
中
心
地
域

(澱
県
)
等
で
特
に
現
れ
た
の
は
、
こ
れ
を
裏
づ
け
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
A
区
は
農
業
商
品
化

の
環
境
的
条
件
は
あ
る
程
度
ま
で
整
え
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ

る
が
、
伝
統
的
米
作
形
態
が
農
民
収
入
の
主
流
で
あ
り
、
農
民
階
層
の
農
業
経
営
も
、
大
資
本
が
都
市
商

品
経
済

へ
、
小
資
本
が
在
来
式
農
業
経
営
の
維
持
費
程
度
に
使
用
さ
れ
た
こ
と
か
ら
見
る
と
、
農
業
商
品

化
は
そ
れ
ほ
ど
進
行
し
な
か

っ
た
と

い
え
よ
う
。

B
区
は
茶
葉

の
生
産
に
よ
る
収
入
が
、
農
家
収
入
の
大
部
分
で
あ
る
経
済
作
物
栽
培
地
域
で
あ

っ
た
。

院
省

の
茶
葉
生
産
量
は
伝
統
的
に
湖
南
省
に
次
ぐ
も
の
で
あ

っ
た
。
民
国
成
立
以
降
茶
葉
生
産
が
最
も
活

発
で
あ

っ
た

一
九

一
六
年
の
場
合
、
院
茶

の
生
産
量
は
三
〇
萬
担
で
あ

っ
た
。
当
時
B
区
だ
け
の
生
産
量

　

は
全
省

の
八
五
%
に
達
し
、
そ
の
中
九
〇
%
が
移
出
さ
れ
た
。
こ
れ
は
表
四
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
B
区
農

家
の
主
要
収
入
源
で
あ

っ
た
。

し
か
し
、
B
区

の
茶
産
業
も

一
九
三
〇
年
代
に
入
る
と
、
そ
の
生
産
は
急
激

に
減
少
し
、
婆
源
、
獄
等

　

代
表
的
産
区
の
生
産
量
は
、
各
々

一
九

一
六
年
の
半
分
以
下
に
減
少
し
た
。
こ
れ
は
国
際
茶
葉
市
場
で
の

中
国
茶
葉

の
衰
退
と
共
に
現
わ
れ
た
状
況
で
あ
る
が
、
や
は
り
中
央
及
び
省
当

局
の
農
業
改
良
政
策
の
失

①

敗
か
ら
き
た
も
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。



B
区
で
は
茶
葉
生
産
以
外
に
は
、
地
形
的
条
件
に
よ
っ
て
其
の
他

の
作
物
の
栽
培
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
農
業
商
品
化

へ
む
か
う
条
件
は
、
整

っ

て
い
な
か
っ
た
。
屯
渓

は
茶
葉
の
集
散
地
、
移
出
地
で
あ

っ
た
の
で
人
口
は

一
万
五
千
に
も
な

っ
た
が
、
外
の
都
市
地
域
人
口
は
極
め
て
少
な
く
、

社
会
階
層

の
分
布
も
伝
統
的
な
奥
地
の
状
況
に
多
く
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
小
作
農
が
多
数
を
占
め
、
六
〇
か
ら
八
〇
%
で
あ

っ
た
。
特
に
B
区
は

　

全
省
中
で
、
地
価
が

一
番
低
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
小
作
農
が
多
か

っ
た
こ
と
は
、

一
般
的
な
農
耕
に
よ
る
収
入
よ
り
も
茶
葉
に
よ
る
収
入

に
依
存
す
る
経
済
体
制
で
あ

っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
故
に
、
茶
葉
生
産
と
移
出
の
減
少
は
、
こ
の
地
域
の
農
業
商
品
化

の
限
界
を
示
し
て
い
た

と

い
え
る
。

C
区
は
、

D

・
E
区
と
共
に
、
伝
統
的
な
院
省
最
高
の
経
済
中
心
及
び
人
口
密
集
地
域
で
あ

っ
た
が
、

一
八
七
六
年
に
お
け
る

「姻
台
条
約
」

　

以
降
、
帝
国
列
強
に
よ
る
経
済
的
侵
透
が
、
長
江
中
流
地
域
に
及
ぶ
に
至
っ
て
、
安
徽
の
経
済
中
心
も
長
江
沿
岸
地
域
に
移
動
し
は
じ
め
た
。
民

国
時
代
に
入

っ
て
院
省
の
経
済
的
中
心
は
、
完
全
に
A
区
地
域
に
移
動
し
、
C

・
D

・
E
区
の
経
済
的
活
動
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
く
な

っ
た
。

し
か
し
、
C
区
は
D

・
E
区
と
は
別
に
、

一
九

一
二
年
津
浦
鉄
道
が
開
通
さ
れ
る
と
、
徐
々
に
経
済
的
活
気
を
取
り
戻
し
、
鉄
道
沿
線
の
重
要

流
通
地
域
は
、
院
北
農
産
物
の
集
散
地
、
商
業
中
心
地
に
な

っ
た
。
こ
れ
ら
の
地
域
で
は
従
来

の
県
城
と
は
別
に
、
地
理
的
条
件
に
恵
ま
れ
た
新

　

興
商
業
都
市

が
生
ま
れ
た
。
即
ち
、
寿
県
の
正
陽
関

・
鳳
陽
の
蛙
埠
、
臨
准
関
、
霊
壁
の
固
鎭
等
が
そ
の
代
表
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
都
市
地
域
は

急
激
に
成
長
し
、
都
市
人
口
が
以
前

の
県
城
を
し
の
ぎ
、

一
万
七
千
か
ら
二
万
に
も
達
し
た
。
(表

一
参
照
)

　

こ
れ
ら
の
地
域
に
集
散
す
る
貨
物
量
は
、
各

々
毎
月
三
万
ト

ン
を
越
え
る
ほ
ど
活
発
に
な

っ
た
。
故
に
、
地
主
商
業
資
本
家

の
居
住
地
も
自
然

　

に
都
市
に
移
動
し
、
宿
県
と
懐
遠
の
場
合
、
農
村
居
住
地
主
階
層
は
そ
れ
ぞ
れ
七

・
二
%
、
七

・
七
%
し
か
な
か

っ
た
。

こ
の
た
め
、
地
主
階
層

　

は
収
租
代
理
人
を
雇
傭
し
た
。
両
県
で
の
収
租
代
理
人
雇
傭
率
は
そ
れ
ぞ
れ
九
二

・
八
%
、
八
五

・
四
%
に
も
な

っ
た
。
農
民
階
層
構
造
も
懐
遠

　

と
鳳
陽
の
場
合
、

一
九
三
〇
年
代
に
は
自
作
農
の
比
率
が
そ
れ
ぞ
れ
六
七

・
七
%
、
六
四

・
二
%
で
あ
り
、
院
省
全
域
で

一
番
高
か
っ
た
。
そ
し

て
、
表
二
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
高
梁

・
小
麦

・
甘
薯

・
緑
豆
等

の
換
金
作
物

の
主
要
栽
培
地
域
で
あ
る
の
で
、
農
業
商
品

化
に
む
け
て
の
恵
ま
れ

た
条
件
を
具
備
し
て
い
た
と

い
え
る
。

D
区
は
、
船
舶
が
主
要
交
通
手
段
で
あ

っ
た
時
代
で
は
、
院
北
の
貨
物
を
浙
江

に
輸
送
す
る
流
通
中
心
で
あ

っ
た
の
が
、
鉄
道
開
通
後
、
そ
の

⑮

機
能
を
C
区

に
奪
わ
れ
、

一
九
二
〇
年
代
以
後
は
非
常
に
お
く
れ
た
地
域
に
転
落
し
、
土
匪
の
根
拠
地
の
多

い
地
域
に
な

っ
た
。

E
区
は
、

過
去
の
経
済
影
響
が
あ
る
程
度
残

っ
て
い
た
所

で
あ
り
、
県
城
人
口
は
五
千
人
か
ら
八
千
人
ほ
ど
で
あ

っ
た
が
、
主
要
生
産
物
で
あ



　

る
高
梁
と
麦
類
の
生
産
量
は
自
給
自
足
段
階
に
あ
り
、
商
業
活
動
は
は
な
は
だ
ふ
る
わ
な
か

っ
た
。
た
だ
煤
業
が
発
達

し
た
が
、
水
路
以
外
の
交

通
は
あ
ま
り
期
待
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
商
品
流
通
に
は
限
界
が
あ

っ
た
。

F
区
は
地
形
的
条
件
に
よ

っ
て
、
本
省

の
経
済
圏
と
の
連
結
よ
り
、
隣
省
と

の
往
来
に
依
存
す
る
こ
と
が
多
か

っ
た
地
域
で
あ
る
。
こ
の
地
域

は
桐
油
と
製
紙
業
に
従
事
し
た
り
、
部
分
的
な
米
作
等
を
お
こ
な

っ
た
り
し
て
生
活
を
維
持
し
て
い
た
が
、
食
糧
は
常
に
欠
乏
し
て
い
た
。
特
に

F
区
は
共
産
軍
が
集
居
し
て
い
た
地
域
で
あ

っ
た

の
で
、
国
民
党
政
府
の
建
設
計
画
か
ら
度
外
視
さ
れ
、
現
代
化
の
条

件
が
民
国
成
立
以
後
に
お

⑱

い
て
も
全
く
な
か

っ
た
地
域
で
あ

っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
各
地
の
地
域
的
特
性
に
よ
る
経
済
的
様
相
は
、
民
国
成
立
以
後
著
し
く
変
化
す
る
場
合
が
多
か

っ
た

。
そ
の
中
、
比
較
的
農
産

物
の
商
品
化
が
進
ん
だ
地
域
と
し
て
は
A

・
C
区
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
経
済
的
指
標
に
よ
る
推
測
で
あ
り
、
実
は
当
時

の
軍
事

・
政
治
的
状
況
、

政
策
実
施

の
矛
盾

・
外
国
商
品
の
経
済
的
侵
略
等
を
考
え
る
と
、
農
業
の
商
品
化
が
進
行
し
た
と
は
い
え
な

い
で
あ
ろ
う
。

即
ち
、
当
時
院
省
の
農
産
物
の
商
品
化
の
た
め
の
全
般
的
な
流
通
状
況

・
交
通

・
金
融

・
都
市
発
達
状
況
及
び
生
産
力
向
上
の
た
め
の
農
業
技

術

の
発
展
状
況
等
を
見
る
と
、
農
業
商
品
化
の
概
念
を
院
省
農
村
に
導
入
す
る
の
は
限
度
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う

の
で
あ
る
。

ま
ず
、
全
省

の
流
通
状
況
で
あ
る
、
図
二
の
よ
う
に
大
都
市
と
新
流
通
地
域
を
中
心
に
生
産
物
の
流
通
が
行
わ
れ
て

い
た
。
即
ち
、
A
区
の
流

通
は
蕪
湖
と
懐
寧
が
長
江
を
利
用
し
た
対
外
移
出
の
起
点
と
な
り
、
合
肥
が
院
省
中
部
の
農
産
物
集
散
地
と
し
て
の
役

割
を
果
し
た
こ
と
が
知
ら

れ
る
。

B
区
で
は
当
地
域
で
生
産
さ
れ
た
す
べ
て
の
茶
葉
が
、
屯
渓

に
集
ま

っ
た
状
況
が
わ
か
る
。
祁
門
か
ら
江
西
省

の
浮
梁
に
到
り
、
さ
ら
に

　

そ
こ
か
ら
各
地
に
て
移
出
さ
れ
る
茶
葉
も
あ

っ
た
が
、
そ
の
量
は
少
な
く
、
ほ
と
ん
ど
の
茶
葉
は
屯
渓

に
集
散
さ
れ
、
杭
州
を
経
て
上
海

へ
移
出

さ
れ
た
。

E

・
D
区
か
ら
来
る
農
産
物
は
C
区
の
四
つ
の
集
散
地
に
集
め
ら
れ
て
江
蘇
の
浦
口
へ
移
出
さ
れ
た
。
省
内
流
通
の
場
合
は
正
陽
関
を
経
て
蕪

湖
に
移
送

さ
れ
た
。
D

・
E

・
F
区
は
各
々
の
移
出
経
路
を
通
じ
て
、
本
地
生
産
物
の
移
出
よ
り
も
、
生
活
必
需
品
を
購
入
す
る
た
め
の
流
通
路

と
し
て
使

用
さ
れ
、
ま
た
、
こ
れ
ら
地
域
の
流
通
路
は
大
部
分
が
前
近
代
的
な
水
準
の
ま
ま
で
あ

っ
た
。
即
ち
、
A

・
B

・
C
区

の
主
要
流
通
路

以
外
で
は
、
比
較
的
商
品
流
通
が
活
発
に
な

っ
た

一
九
三
〇
年
代
で
も
、
省
内
各
地
域
間
の
大
多
数
流
通
手
段
は
、
依
然
民
船
で
あ
る
小
さ
な
帆

⑳

船
を
利
用

す
る
水
運
、
あ
る
い
は
陸
路
に
お
け
る
駄
馬
や
手
押
車
や
人
の
肩
に
た
よ

っ
て
い
た
。

一
九
三
〇
年
代
中
葉
ま
で
の
院
省
の
交
通
状
況
は
、
図

一
に
見
え
る
よ
う
に
、
鉄
路
と
公
路
の
建
設
が
著
し
く
進
展
し
た
が
、
建
設
費
用
の
問
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題
で
工
事
が
進
ま
ず
、
ま
た
、
完
工
し
て
も
維
持
管
理
が
不
十
分
で
、
運
輸
経
費
も
高
か

っ
た
の
で
、
商
業
流
通
の
た

め
の
交
通
路
と
し
て
の
役

⑳

割
を
果
た

せ
な
か

っ
た
。

鉄
路
の
建
設
は
甲
午
戦
争
後
、
蕪
湖
と
湾
泄
間
の
建
設
を
計
画
す
る
が
、
経
費
不
足
の
た
め
中
止
さ
れ
た
。
ま
た

一
九

一
二
年
紳
商
の
推
進
に

よ
っ
て
津
浦
鉄
路
が
開
通
し
た
が
、
こ
の
路
線
は
わ
ず
か
に
院
省
東
北
地
域

の

一
部
に
敷
設
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た

の
で
、
全
省
的
な
影
響
は

少
な
か

っ
た
。
さ
ら
に
以
後
二
十
余
年
間
は
、
鉄
路
建
設
が
全
く
お
こ
な
わ
れ
な
か
っ
た
の
で
、
依
然
と
し
て
船
業
が
交
通
の
中
心
で
あ

っ
た
。

一
九
三
三
年
七
月
に
起
工
さ
れ
た
江
南
鉄
路
は
、

一
九
三
六
年
四
月
に
至

っ
て
京
濾
線
と
連
結
さ
れ
、
上
海
と
蕪
湖
問

の
商
業
的
交
流
が
実
効
を

　

収
め
る
こ
と
に
な

っ
た
。
ま
た

一
九
三
四
年
起
工
さ
れ
、

一
九
三
六
年
開
通
さ
れ
た
准
南
鉄
路
は
、
院
北
地
域
の
貨
物
流
通
に
貢
献
し
た
が
、
鉄

　

路
に
よ
る
運
送
費
が
大
変
高
か

っ
た

の
で
流
通
機
構
と
し
て
の
機
能
は
微
々
た
る
も
の
で
あ

っ
た
。
公
路
は

一
九
二
二
年
華
洋
義
賑
会
が
工
賑
を

　

利
用
し
、
准
河
地
域
の
平
担
な
天
然
地
形
を
利
用
し
て
建
設
す
る
前
ま
で
は
、
全
く
な
か

っ
た
。

一
九
二
〇
年
代
以
前

の
公
路
状
況
は
、
「
日
行

　

不
及
百
里
、
書
報
之
伝
逓
不
易
也
、
而
新
聞
絶
少
…
…
…
貨
物
之
輸
運
不
便
也
、
出
者
停
滞
、
入
者
価
貴
。」
と
い
わ

れ
、
流
通

の
役
割
を
期
待

す
る
こ
と

は
ほ
と
ん
ど
で
き
な
か
っ
た
。

一
九
二
八
年
ま
で
建
設
さ
れ
た
公
路
は
、
懐
集

・
固
洒

・
五
洒

・
正
頴

・
蛙
懐

・
長
准
衛

・
蛙
穎

・
蛙

　

毫

(以
上

院
北
)

・
青
九

・
宣
湾

・
宣
廣

・
屯
余

(以
上
院
南

)
等

一
部
地
域
間
し
か
な
か

っ
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
公
路
は
、
郷
紳
及
び
商
業
資

本
家
に
よ

っ
て
建
設
ざ
れ
た
の
で
、
経
費
不
足
、
時
局
の
不
安
定
等
の
原
因
に
よ

っ
て
、
実
際
に
公
路
と
し
て
の
役
割
を
果
た
せ
な
か
っ
た
。

⑳

「結
構
不
佳
、
又
乏
妥
善
維
護
、
汽
車
戸
経
、
只
是

一
較
寛
之
土
道
耳
、
毎
逢
陰
雨
連
綿
、
軌
数
日
或
十
数
日
不
能
行
車
。」

と
あ
る
の
は
そ
の
こ
と
を
よ
く
示
し
て
い
る
。

一
九
二
六
年
以
後
省
政
府
は
公
路
建
設
を
始
め
、
計
画
的
工
事
を
実
施
し
て
、

一
九
三
二
年
ま
で
総
計
七
百
キ

ロ
の
道
路
を
建
設
し
た
が
、
経

費
不
足
の
た
め
、
全
部
が
未
舗
装
路
で
あ
り
、
橋
梁
も
建
設
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
車
輌
通
行
が
可
能
な
距
離
は
、
わ
ず
か
二
百
キ
ロ
に
過
ぎ
な

ゆ

か

っ
た
。

一
九
三
二
年
か
ら

一
九
三
七
年
ま
で
の
公
路
建
設
は
、
軍
事
的
目
的
に
よ

っ
て
中
央
政
府
の
支
援
の
下
で
実
施
さ
れ
、
総
計
三
、

一
八

　

七
キ
。
の
公

路
が
建
設
さ
れ
た
が
、
そ
の
中
で
未
舗
装
の
路
は
六
三
%
の
二
、
○
〇
八
キ
。
に
及
ん
だ
。
特
に
院
北
は
ほ
と
ん
ど
が
未
舗
装
路
で
あ

っ

た
の
で
路

面
が
悪
く
、
橋
梁
、
ト
ン
ネ
ル
等
が
整

っ
て
お
ら
ず
、
汽
車
運
行
は
い
つ
も
延
期
さ
れ
、
経
費
も
高
く
な
っ
て
公
路
に
よ
る
陸
路
交
通

　

は
ほ
と
ん
ど
停
止
状
態
で
あ

っ
た
。
ま
た
戦
争
と
と
も
に
そ
の
間
建
設
さ
れ
た
道
路
は
、
全
部
破
壊
さ
れ
、
運
賃
の
安
か

っ
た
水
運
が
依
然
全
体

⑳

流
通
手
段

の
主
流
で
あ

っ
た
。



一
方
、
水

運
は
院
省
全
域
が
湖
泊
川
に
よ

っ
て
連
結
さ
れ
て
い
た
の
で
、
動
力
運
送
手
段
が
導
入
さ
れ
る
以
前
か
ら
発
達

し
て
い
た
。
し
か
し
、

長
江
沿
岸
及
び
准
河
下
流
域
以
外
は
、
水
量
不
足
時
に
は
運
航
を
中
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

.
た
の
で
、
経
済
的
流
通
機
能
に
は
螺

が
あ

.

た
。⑫
ま
た
、
院
省
内
で
総
計

=
二
〇
〇
㎞
の
航
路
を
持

っ
て
い
た
大
小

の
蒸
気
船
は
そ
の
影
響
力
が
大
き
か

っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

一
八
七
六

年
咽
台
条
約
以
来
、
帝
国
列
強
に
そ
の
既
得
権
を
奪
わ
れ
た
た
め
、
外
国
商
品
の
省
内
流
入
を
促
進
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
は
省
内
の
民
族
工

　

業
及
び
農
民

の
副
業
に
よ

っ
て
生
産
さ
れ
た
工
業
産
品
と
穀
物
及
び
商
品
作
物
の
経
済
的
発
展
を
阻
害
す
る
要
因
と
な

っ
た

交
通

の
発
達
は
流
通
に
と

っ
て
必
要
不
可
欠
の
要
素
で
あ
る
。
し
か
し
、

一
九
三
〇
年
代
半

で
も
、
院
省
に
お
い
て
は
、

一
部
大
都
市
近
郊
地

域
で
の
水
運

・
人
力

・
畜
力
を
利
用
し
た
近
距
離
交
易
以
外
は
、
全
省
的
な
流
通
シ
ス
テ
ム
を
形
成
す
る
に
は
至
ら
な
か

っ
た
。

も
う

一
つ
の
農
業
商
品
化

へ
の
重
要
な
要
素
は
、
農
村
資
金
を
管
理
す
る
金
融
シ
ス
テ
ム
で
あ

っ
た
。
院
省
で
の
伝
統
的
金
融
機
関
は
典
当
と

銭
荘
が
あ

っ
た
。
典
当
は
清
代
以
降
増
加
し
て
来
た
が
、
主
に
県
城
及
び
鎭
等
大
小
都
市
諜

中
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
機
能
は
講

経
済
活
動

に
便
宜
を
提

供
す
る
よ
り
、
都
市
貧
民
と
近
郊
農
民
を
搾
取
す
る
官
僚
資
本
機
関
で
あ

っ
た
。
典
当
は
清
末
に
百
余
戸
が
あ

っ
た
が
、
民
国
成
立

以
後
、
政
治

不
安
と
と
も
に
土
匪
、
軍
隊
等
の
略
奪
対
象
に
な

っ
た
の
で
、

一
九
三
〇
年
代
に
は
二
十
余
戸
に
減
少
し
て

い
た
。
故
に
金
融
機
関

⑳

と
し
て
の
機
能
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
と

い
え
る
。

こ
れ
に
対
し
、
比
較
的
経
済
発
展
に
寄
与
し
た
の
は
、
銭
荘
で
あ

っ
た
。
銭
荘
は
経
済
中
心
地
に
お
い
て
発
達
し
た
が
、

そ
の
代
表
的
地
域
は

徽
州

・
蕪
湖
と
蛙
埠
で
あ

っ
た
。⑳
蕪
湖
の
場
合
、
官
僚
資
本
が
経
営
し
て
い
た
も
の
が
多
く
、
資
本
額
最
高
六
万
元
、
最
低

二
万
元

(
一
九
三
二

年
調
査
)
と

い
う
小
規
模
な
経
営
構
造
で
あ

っ
た
か
ら
、
企
業
が
倒
産
す
る
と
、
こ
れ
と

一
緒
に
倒
産
し
た
。

一
九
三
四
年

の
郵
政
総
局
調
査
に

⑲

よ
る
と
、
残
存
し
て
い
た
銭
荘
は
わ
ず
か
四
戸
し
か
な
か

っ
た
。

院
省
の
銀

行
は

一
八
九
七
年
に
中
国
通
商
銀
行
が
設
立
さ
れ
て
よ
り
以
来
、

一
九
〇
六
年
、
裕
院
官
銭
局
、

一
九

一
二
年
、
安
徽
中
華
銀
行
、

一
九

一
五
年

、
中
国

・
上
海

・
交
通

・
江
蘇

・
金
城
等
五
行
、

一
九
二
〇
年
、
安
徽
省
銀
行
等
が
設
立
さ
れ
た
が
、
資
本
金

以
上
の
紙
幣
濫
発
や

兵
変
等
に
よ
る
破
産
の
た
め
、
あ
る
い
は
軍
閥
政
権
の
財
政
機
構
に
転
落
し
た
た
め
、
銀
行
と
し
て
の
本
来
の
機
能
を
喪
失

し
て
い
た
。
左

の
記

事
は
こ
の
間

の
事
情
を
示
し
て
い
る
。

「
安
徽

省
銀
行
只
是
省
政
当
局
的
財
庫
、
割
拠
軍
閥
的
簿
款
机
関
、
毫
無
現
代
銀
行
的
意
義
和
作
用
、
結
果
濫
発

紙
幣
、
失
去
信
用
:
・

…
」
・
⑩



一
九
三
〇
年
代
に
は
い
っ
て
多
く
の
銀
行
が
設
立
さ
れ
、

一
九
三
四
年
に
は
総
計
三
十
四
行

の
銀
行
と
分
行
が
あ

っ
た
が
、
そ
れ
は
わ
ず
か

ゆ

A

・
B

・
C
区
の
十
二
県
だ
け
に
あ
り
、
特
に
蛙
埠

・
蕪
湖

・
懐
寧
等
に
二
十
行
が
集
中
し
て
い
た
。
こ
れ
は
四
十
八
県
に
銀
行
が
な
か

っ
た
こ

と
を
意
味

し
た
。
こ
の
よ
う
な
院
省
金
融
機
関
の
実
情
は
、
清
末
か
ら

一
九
三
七
年
ま
で
、
金
融
機
関
と
し
て
の
役
割

を
ほ
と
ん
ど
果
さ
な
か

っ

⑫

た
こ
と
を

示
す
と
い
え
る
。

院
省
の
農
業
商
品
化
に
対
す
る
も
う

一
つ
の
大
き
な
障
害
と
な

っ
た
の
は
軍
閥
政
権
の
画
策
下
に
断
行
さ
れ
た
関
ヤ

の
使
用
と
厘
金
率
の
操
縦

で
あ

っ
た

。
こ
れ
ら
は
戦
争
費
用
及
び
自
分
の
財
産
増
殖
の
た
め
、
移
出
さ
れ
る
品
目
に
通
関
税
と
し
て
賦
課
さ
せ
た
税
金
で
あ

っ
た
。
院
省

の

代
表
的
移

出
品
は
、
米
と
茶
で
あ

っ
た
の
で
、
こ
れ
ら
か
ら
得
る
収
入
が
多
い
ほ
ど
、
院
省

の
経
済
的
流
通
と
農
民
収
入
は
被
害
を
受
け
た
こ
と

が
わ
か
る
。
民
国
初
期

の
安
徽
厘
金
局
は
九
十
箇
所
以
上
も
あ

っ
た
。

一
九
二
〇
年
代
は
厘
金
反
対
論
が
台
頭
し
、
四
十
二
箇
所
に
減
少
し
た
時

期
も
あ

っ
た
が
、

一
九
二
九
年
以
後
北
伐
軍
に
対
抗
す
る
た
め
、
直
魯
軍
が
院
北

へ
入

っ
て
以
降
、
北
伐
、
中
原
大
戦
、
共
産
党
に
対
す
る
囲
剃

戦
等
の
大
戦
争
の
連
続
と
共
に
軍
費

の
支
出
が
増
加
し
て
い
き
、
再
び
院
省
出
境
委
員
会
が
成
立
さ
れ
、
築
路
経
費
と

い
う
名
目
下
に
税
率
十

　

二
%
の
米

厘
の
徴
収
が
開
始
さ
れ
た
。
こ
れ
以
外
に
も
同
年
に
営
業
特
税
が
設
立
さ
れ
、
営
業
特
税
局
が
全
省
の
二
十
七
箇
所
に
設
置
さ
れ
、
堵

　

辛
も
百
鯨

箇
所
に
設
置
さ
れ
る
等
、
貨
物
に
対
す
る
課
額
が
継
績
し
て
増
加
し
た
。
ま
た
、
軍
閥
は
米
禁
を
利
用
し
て
護
照
を
発
行
し
、
登
記
費

　

名
目
と
し
て

一
石
あ
た
り

一
元
が
徴
収
さ
れ
た
、
故
に
米
の
移
出
が
困
難
に
な
っ
て
、
蕪
湖
の
平
時
に
は
四
元
で
あ

っ
た
米
価
が
二
元
ま
で
下
落

　

す
る
現
象

も
引
き
起
こ
さ
れ
た
。

一
方
、
茶
の
移
出
に
も
大
き
な
障
害
が
あ

っ
た
。
例
え
ば
、

「
蕪
湖
茶
商
在
太
平
、
宣
城
、
石
壌
等
県
採
辮
之
茶
船
、
経
過
砺
頭
貨
辛
、
溢
太
茶
税
局
、
西
河
査
験
局
、
清
ざ
関
、
湾
池
関
、
金
桂
関
、

　

大
通
茶
税
局
、
新
河
関
、
新
河
査
験
局
、
三
里
填
辛
等
処
、
其
毎
処
所
索
各
費
、
由
二
、
三
十
元
至
五
、
六
十
元
不
等
。
。

と
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
経
費
以
外
に
も
左

に
示
す
よ
う
に
調
査
員
の
積
弊
が
多
か

っ
た
。

「
総
計
毎
船
茶
葉
運
到
蕪
湖
、
除
正
税
外
、
尚
須
三
百
余
金
、
供
彼
各
局
辛
員
可
額
外
之
求
。
如
不
能
満
彼
等
慾
心
、
即
借
端
威
嚇
、
将
貨

拍
留
、
十
日
半
月
不
等
。
其
溢
太
茶
税
局
、
作
弊
尤
甚
、
寛
将
規
定
十
六
爾

ハ
銭
可
馬
秤
取
消
、
改
十
六
両
秤
使
用
、
按
百
斤
計
算
、
加
重

⑲

五
斤
。」

以
上
の
よ
う
に
院
省
の
す
べ
て
の
経
済
的
局
面
は
、
封
建
的
経
済
秩
序
体
制
が
依
然
と
し
て
維
持
さ
れ
て
い
た
。
清
末
以
来
の
交
通
発
達
に
よ



る
流
通
体
制

の
活
発
化
に
と
も
な

っ
て
経
済
活
動
が
活
発
に
な

っ
た
以
外
は
、
清
末
の
基
本
的
経
済
構
造
が
変
化
す
る
こ
と
は
な
か

っ
た
と

い
え

る
。
む
し
ろ
、
政
治
的
、
社
会
的
不
安
と
離
農
、
災
荒

の
た
め
、
生
産
量
が
減
少
し
、
対
内
外
移
出
及
び
流
通
量
も
減
少

し
た
こ
と
か
ら
考
え

る

と
、
農
業
の
商
品
化
、
収
入
増
加
に
よ
る
農
民
生
活
水
準
の
向
上
等
は
、
ほ
と
ん
ど
期
待
で
き
な

い
状
況
で
あ

っ
た
。

以
上
の
検
討
か
ら
院
省
、
特
に
A

・
B

・
C
区
以
外

の
地
域
で
は
、
交
通
、
金
融
、
都
市
人
口
、
商
工
業
等
全
般
水
準

が
前
近
代
的
水
準
に
止

　

ま

っ
た
こ
と

は
、
明
白
で
あ
る
。
も
と
よ
り
A

・
B

・
C
地
域
で
も
主
要
流
通
地
域
、
交
通
発
達
地
域
、
或

い
は
都
市
及

び
そ
の
近
郊
地
域
以
外

に
は
、
D

・
E

・
F
区
の
状
況
と
類
似
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
次
節
以
下
で
は
、
こ
れ
ら
A

・
B

・
C
地
域
を
中
心
と
し
て
農

民

の
農
業
経
営
と
農
民
生
活

の
状
況
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
商
品
経
済
化
の
進
展
状
況
を
分
析
す
る
。

三

農
業
改
良
事
業
の
推
移
と
そ
の
実
態
分
析

農
村
経
済
の
計
画
的
な
発
展
の
た
め
に
は
、
ま
ず
総
合
的
な
推
進
組
織
が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
ら
組
織
体
は
農
村
建
設

・
農
業
改
良

.
農
民

生
活
改
善
事

業
等
を
行
政
的
に
導
き
な
が
ら
流
通

・
生
産

・
移
出
等
の
統
制
を
し
、
こ
れ
を
推
進
し
て
い
く
と
い
う
当
時

の
中
国
農
村
社
会
に
お

い
て
重
要
な
責
務
を
持

つ
団
体
で
あ

っ
た
。
中
国
政
府
も
こ
の
よ
う
な
団
体
の
必
要
性
を
認
め
、
清
末
か
ら
こ
の
よ
う
な
団
体
を
組
織
す
る
こ
と

を
始
め
た
が
、
実
質
的
な
効
果
は
あ
ま
り
な
か

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

院
省
の
場
合
、
こ
の
よ
う
な
団
体
が
始
め
に
設
立
さ
れ
た
の
は
、

一
九
〇
六
年
で
あ

っ
た
。
そ
の
名
称
は

「懇
牧
樹
芸
総
局
」

で
あ

っ
た
。
し

か
し
、
こ

の
機
構
は
安
徽
巡
撫

の
上
奏
文
に
見
え
る
よ
う
に
人
々
に
注
目
さ
れ
ず
、

一
九
〇
八
年
に
廃
止
さ
れ
た
。
(「此
事
費
鍾
敷
遅
…
…
人
多

　

観

望

・
」

)

ゆ

一
九
〇
九
年
十
月
二
三
日
に
は
近
代
院
省
の
農
業
改
良
の

一
環
と
し
て
、
よ
り
近
代
的
な
全
院
農
務
総
会
が
設
置
さ
れ
、

一
九

=

年
に
は
蕪

　

湖
に
、

一
九

二
〇
年
に
太
和

・
南
陵

・
全
椒
等
地
方
に
も
設
置
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
機
構
も
形
式
的
…機
構
に
過
ぎ
な

か
っ
た
。
例
え
ば
、
南

陵
県

の
農
務
総
会
が
そ
の
代
表
的
例
で
あ
る
が
、
そ
れ
に

つ
い
て
は
、

の

「県
中
有

一
僅
作
装
飾
品
的
農
会
、
其
実
不
過

一
紳
士
会
、
唯

一
事
務
、
争
会
長
而
已
、
対
于

農
業
設
施
実
等
於
零
。
」

と
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
比
較
的
専
門
性
を
持

っ
て
い
た
農
業
改
良
の
試
験
機
構
と
し
て
設
置
さ
れ
た
の
は
、

一
九

一
〇
年
全
省
四
十
数
箇
所
に

設
立
さ
れ
た
農
事
試
験
場
で
あ

っ
た
。
こ
の
機
構
は

一
九
二
六
年
ま
で
存
続
し
、
農

・
林

・
棉

・
茶

・
獄
桑

・
煙
葉
等

の
改
良
を
企
図
し
た
が
、



一
九
二
七
年
に
軍
事
問
題
の
た
め
に
全
廃
さ
れ
る
ま
で
、
実
質
的
貢
献
に
対
す
る
評
価
が
な
さ
れ
な
か

っ
た
こ
と
か
ら

み
て
、
こ
れ
も
形
式
的
機

構
に
過

ぎ
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

一
九

二
八
年
五
月
当
時
、
建
設
庁
長
胡
春
森
は
、
農
業
改
良

の
必
要
性
を
痛
感
し
、
全
省
三
十
六
箇
所
に
農
事
、

林
業

・
棉
業

・
麺
桑

・
茶

　

葉

・
農
林

等
の
試
験
場
を
復
置
さ
せ
る
が
、
こ
れ
も
ま
た
行
政
機
構
の
乱
立
と
経
費
の
不
足
の
た
め
、
全
く
実
績
を
あ
げ
ら
れ
な
か

っ
た
。
そ
の

後
、

一
九
二
九
年
二
月
に
は
十
三
箇
所
に
縮
小
さ
れ
、
さ
ら
に
九
月
に
は
八
箇
所
に
縮
小
さ
れ
た
。

一
九
三
〇
年
秋
、
ふ
た
た
び
十
県
に
十

一
箇

所
の
試
験

場
を
増
置
し
た
が
、
経
費
不
足
の
た
め
全
て
中
断
さ
れ
た
。
そ
れ
に
か
わ

っ
て
各
県
の
栽
量
で
多
数
の
農
林
機
関
が
無
計
画
に
設
置
さ

⑰

れ
た
。

そ
の
規
模
を
見
て
も
実
質
的
な
効
果
を
あ
げ
る
に
は
非
常
に
問
題
が
あ

っ
た
。

以
上

の
よ
う
な
院
省
当
局
に
よ
る
農
業
改
進
事
業
に
比
し
て
、
比
較
的
実
効
を
収
め
え
た
の
は
、

一
九
三
〇
年
中
央
農
業
推
広
委
員
会
と
金
陵

大
学
が
合

作
し
、
和
県
烏
江
鎮
に
設
立
し
た
農
業
推
広
実
験
区
で
あ

っ
た
。
こ
の
事
業
は
中
央
農
業
推
広
委
員
会
が
経
費
を
、
金
陵
大
学
が
人
員

ゆ

と
資
材

を
各
々
援
助
し
た
の
で
、
品
種
改
良
と
耕
作
方
法
等
の
各
農
村

へ
の
普
及
と

い
う
点

で
、
あ
る
程
度
の
成
果
を
収
め
た
。
こ
の
活
動
は

一

九
三
六
年

秋
か
ら
本
格
的
に
稼
動
し
た
。
当
時
の
実
験
区
の
状
況
を
見
る
と
、耕
地
面
積
が
二
二
六
、
八
九
七
畝
、
戸
口
が

=

一、

=
二
一
戸
、
人

　

口
が
五
八
、
七
八
二
人
と
規
模
が
比
較
的
大
き
く
、
主
要
対
象
農
産
物
は
稲

・
麦

・
棉
で
あ

っ
た
。
そ
の
成
果
を
見
る
と
、
平
均
の
年
間
経
費
が

　

三
、
五
〇
〇
元
で
あ
り
、
平
均

の
年
間
収
益
は
六
万
元
以
上
で
あ

っ
た
と
い
わ
れ
る
。
こ
れ
は

一
戸
当
り
平
均
約
四

・
七
元
の
収
益
が
あ

っ
た
こ

と
を
意
味

す
る
。
こ
の
よ
う
な
収
益
は
当
時
全
中
国
的
に
農
村
経
済
が
低
迷
し
て
い
た
状
況
か
ら
見
る
と
、
注
目
す
べ
き
成
果
を
お
さ
め
た
と
い

　

え
る
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
利
益
は
当
時
の
全
般
的
な
物
価
水
準
と
比
べ
る
と

(
一
九
三
三
年
米

一
石
当
り
価
格

一
十
元
ぐ
ら
い
)
非
常
に
少

な
い
も

の
で
あ
り
、

一
九
三
六
年
に
は
そ
の
活
動
が
最
高
潮
に
達
し
た
も
の
の
、
次
の
年
か
ら
八
年
戦
争
が
起
こ
っ
た

の
で
、
再
び
低
迷
期
に
入

り
、
地
域
的
拡
大
も
わ
ず
か
烏
江
鎮

一
帯
に
止
ま

っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
見
れ
ば
、
そ
の
実
質
的
効
果
は
そ
れ

ほ
ど
大
き
く
で
は
な
か

っ

た
と

い
え

る
。

以
上
述

べ
た
よ
う
な
改
良
事
業
は
A
区
を
中
心
と
す
る
事
業
で
あ

っ
た
が
、
こ
れ
に
対
し
、
茶
葉
が
主
要
生
産
物
で
あ

っ
た
B
区
で
の
改
良
事

業
は

一
九

一
五
年
祁
門
、
秋
浦
等
に
設
立
さ
れ
た
安
徽
模
範
茶
場
か
ら
始
ま

っ
た
。
こ
れ
は
茶
場

一
二
七
畝
、
毎
年
経
費
六
千
元
で
出
発
し
た
が
、

一
九

一
七
年
十

一
月
農
商
部
茶
葉
試
験
場
と
改
称
し
て
運
営
さ
れ
た
あ
と
、

一
九
二

一
年
に
業
務
が
停
止
さ
れ
、

一
九

二
六
年

の
北
伐
と
と
も
に

　

完
全
に
廃
止
さ
れ
た
。

一
九
二
八
年
省
政
府
は
こ
れ
を
接
収
し
、
安
徽
省
立
第
二
模
範
茶
場
と
改
称
し
て
再
設
立
さ
れ
、

一
九
二
九
年
二
月
秋
浦



の
第

一
茶
葉
試
験
場
に
併
合
さ
れ
、
安
徽
省
立
第

一
模
範
茶
場
に
な

っ
た
。
し
か
し
、
当
年
八
月
に
業
務
が
停
止
さ
れ
、

一
九
三
〇
年
省
立
茶
葉

試
験
場
と
改
称
し
て
復
活
し
た
が
、
実
質
的
業
務
は
な
か

っ
た
。

一
九
三
二
年
機
能
が
徐
々
に
回
復
さ
れ
、
省
立
茶
葉
改

良
場
に
な

っ
た
後
、

一

　

九
三
四
年
十
月
実
業
部
と
全
国
経
済
委
員
会
、
安
徽
省
政
府
三
者
が
合
作
し
、
祁
門
茶
葉
改
良
場
が
設
立
さ
れ
た
。
こ
の
時
か
ら
こ
の
改
良
場
は

機
能
を
発
揮
し
始
め
た
。

一
九
三
四
年
九
月
か
ら

一
九
三
六
年
六
月
ま
で
の
事
業
経
費
は
、
実
支
出
が
実
収
入
よ
り
少
な
く
余
裕
が
あ

っ
た
が
、

表五1934年 前後の白完省17県各作物の毎畝当り生産量(斤/畝)

小米高梁油菜玉蜀黍黄豆棉花稲米小麦大麦県別区域

3332131307403295091除県

63182228460180286全淑

8025225541255293和県

125170542210159蕪湖

242101871257繁昌

139259259123485184銅陵

9752614138東流

170596203328南陵

138389241629174青陽

106265118109520131135宜城

A

691308223080獄県

21949493祁門
B

320202179101149162166宿県

20711920736205185275懐遠

114139142108132鳳陽

C

226175548254嘉山D

26414512325018985485184254平均

資料来源:金 陵大学農学院農業経済系編,支 那経済資料19

豫郡院績四省土地分類之研究,下

東京,生 活社刊,P.861--866か ら作成

一
九
三
六
年
七
月
以
後
は
予
算
額
の
三
分
の
二
以
上
が
支
給

さ
れ
な
か
っ
た
り
し
て
発
展
上
の
限
界
を
迎
え
た
。⑭

こ
の
茶
葉
試
験
場

の
成
果
を
見
れ
ば
、

一
九
三
六
年
の
場

合
祁
門
茶
場
が
経
営
し
た
製
茶
場
が
製
造
し
た
茶
葉

一
箱

の

元
金
が
六
二

・
七
八
元

(生
葉
と
毛
茶
等
原
料

・
製
造
費

・

包
装

・
運
輸

・
保
険
等

の
総
計
)
で
あ

っ
た
が
、
販
売
価
格

は

一
五

一
・
二
二
元
で
あ
り
、

一
箱
当
り
の
利
益
は
八
八

・

三
五
に
の
ぼ

っ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
民
間
茶
戸
の
元
金
は
九

二

・
三
六
元
で
、
こ
の
茶
場
の
元
金
よ
り
二
九

・
四
九
元
も

　

高
か

っ
た
。
当
時
上
海
で
取
り
引
き
さ
れ
た
茶
葉
の
中
、
祁

　

門
の
茶
葉
が

一
番
高
か

っ
た
。
こ
の
よ
う
な
発
展
は
当
時
海

外
市
場
で
苦
戦
し
て
い
た
中
国
茶
葉

の
状
況
か
ら
考
え
る
と
、

わ
ず
か
な
回
復
で
は
あ
る
が
、
高
く
評
価
す
る
べ
き
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
発
展
も

一
九
三
七
年
以
後
日
中

　

開
戦
と
と
も
に
衰
退
し
た
。
こ
れ
は
中
国
茶
葉
発
達
の
最
後

の
高
揚
期
で
あ

っ
た
と
い
え
よ
う
。

以
上
の
よ
う
に
院
省
の
農
村
改
進
事
業
は
、
行
政
機
関
の

乱
立
や
指
導
監
督
体
制
の
棄
乱
等

の
た
め
、
行
政
の
円
滑
な



協
力
体

制
が
で
き
ず
、
人
的

・
物
的
要
素

の
不
足
と
経
費
の
不
足
の
た
め
、
A
区
の

一
部
、
B
区
の

一
部
等
限
ら
れ
た
地
域
の
改
良
に
と
ど
ま
り
、

そ
れ
も

一
、
二
年
後
に
は
す
ぐ
停
止
さ
れ
る
形
式
的
な
機
構
に
過
ぎ
な
か

っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
品
種
改
良

・
耕
作
方
法
の
根
本
的
な
改
良
の
結
果
が
な
か

っ
た
の
み
な
ら
ず
、
軍
閥
戦
争
と
省
政
府

の
行
政
棄
乱

・
災
荒
等

の

要
素

は
、
生
産
力

の
減
少

や
耕
地

の
荒
廃
が
交

易
上
の
収
支
赤
字
を
生

み
、
ま
た
帝
国
主
義
商
品
経
済

の
侵
略

を
受

け
る
こ
と
に
な

っ

た
。ま

ず
、
当
時
院
省
農
産
物
の
生
産
力
を
表
五
に
示
す
。
中
国
経
済
史
研
究
に
お
け
る
統
計
数
字
の
不
正
確
性
の
問
題
は
、

一
番
困
難
な
問
題
で

あ
り
、
表
五
の
統
計
も
同
年
に
お
こ
な
わ
れ
た
土
地
委
員
会
の
調
査
統
計
と
も
大
き
な
差
が
あ
る
が
、
と
り
あ
え
ず
大
体
の
流
れ
を
把
握
す
る
こ

と
は
可
能
で
あ
る
と
思
う
。
表
五
に
見
え
る
よ
う
に
各
地
域
別
生
産
力
の
差
異
は
、
や
は
り
地
域
的
特
性
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

即
ち
、
稲
米

の
場
合
、
A
区
の
生
産
力
が
別
の
区
に
比
し
て
き
わ
だ

っ
て
高

い
。
し
か
し
、

一
九
三
〇
年
に
農
業
推
進
実
験
区
に
な

っ
た
和
県
、

全
椒
県
等
で
の
生
産
力
の
低
さ
は
、
農
業
改
良
事
業
が
全
く
効
果
的
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
で
あ
ろ
う
。
大
麦

・
小
麦

・
棉
花

・
黄
豆

・
玉

蜀
黎
、
油
菜
等
院
省
の
経
済
作
物
の
生
産
が
高

い
の
は
、
や
は
り
都
市
が
発
達
し
て
い
た
り
、
商
業
流
通
が
頻
繁
で
あ

っ
た
地
域
で
あ

っ
た
こ
と

が
わ
か

る
。
即
ち
、
澱
県

・
繁
昌

・
銅
陵

・
青
陽

・
懐
遠
等
陸

・
水
運
の
発
達
地
域
、
或

い
は
生
産
物
集
散
地
等
が
高
か

っ
た
。
ま
た
、
地
域
的

特
性
に
よ

っ
て
A
区
は
油
菜

・
麦

・
稲
米
が
、
C
区
は
高
梁

・
小
米
の
生
産
力
と
生
産
量
が
多
か

っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
豆
類
は
全
省
的
に
生
産

さ
れ
た

こ
と
も
わ
か
る
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
生
産
力
は
院
省
内
各
区
域
の
状
況
に
よ
っ
て
生
産
力

の
高
低
が
あ

っ
た
か
も
知
れ
な

い
が
、
実
は
他

の
省
の
生
産
力
と

比
べ
る
と
、
院
省

の
生
産
力
は
大
変
低
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
表
六
に
見
え
る
よ
う
に
院
省
の
生
産
率
は
全
体
的
に
低
く
、
院
省
の
経
済
作
物

と
し
て

の
生
産
率
が
高
か

っ
た
も
の
は
な
か

っ
た
と

い
え
る
。
勿
論
こ
の
四
つ
の
作
物
以
外
で
も
こ
の
状
況
が
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
院
省

の
代

表
的
産

物
で
あ
る
米
も
同
様
で
あ

っ
た
。
米

の
収
穫
率
が
六
〇
%
以
下
の
県
が

一
八
四
〇
年
に
は
、

一
〇
%
か
ら
、
二

一
・
六
%
で
あ

っ
た
が
、

一
九
世
紀
末
に
は
八
三
%
か
ら
九
〇
%
ま
で
上
が

っ
た
。
し
か
し
、
民
国
の
時
代
に
は
い
っ
て
か
ら
徐

々
に
下
が
り
、

一
九
三
〇
年
代
か
ら
は
六

　

七
%
か
ら
五
〇
%
ま
で
下
落
し
た
が
、
そ
の
た
め
、
蕪
湖
米
市
は

一
九
二
〇
年
以
降
衰
退
を
始
め
、

一
九
四
〇
年
代
に
は
ほ
と
ん
ど
そ
の
姿
を
消

　

し
て
し
ま

っ
た
。

民
国
成
立
以
後
、
米
の
二
期
作
と
稲
麦
の
二
毛
作
及
び
稲
豆

・
豆
麻

・
麻
菜

・
麦
豆

・
麦
棉
等
二
毛
作
、
あ
る
い
は
疏
菜

の
間
作
等
が
発
達
し



表六1914～1915各 省農産物毎畝収穫率

煙 草 斤棉 花 斤落花生石大 豆 石省 別

23.49

48.28

122.34

206.27

55.61

78.44

132.87

19.47

13.54

0.66

30.00

48.37

31.11

74.50

85.83

518.71

0.800

1.624

1.000

3.000

1.828

1.000

2.420

0.600

2.062

1.890

0.600

3.293

0.600

0.631

0,800

2.073

1.273

0.600

0.920

0,700

1.246

1.340

0,600

1.952

南

蘇

徽

西

建

江

北

川

西

南

州

南

河

江

安

江

福

漸

湖

四

広

雲

貴

湖

資料 来源:東 亜 同文会編,民 国六年 、八年 「中 国年 鑑」。

台 北,天 一,民 国64,頁,民 国 六年:553・-570

民国八 年:998～999

　

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
農
業
生
産
力
が
低
下
し
た
原
因
は
戦
争

の
惨
禍
や
政
策

の
不

統

一
性
、
農
村
改
良
事
業
の
失
敗
、
農
民
の
認
識
不
足
等

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

例
え
ば
、
宿
県
の
場
合
地
主
、
佃
戸
の
土
地
に
対
す
る
認

識
不
足
現
象
が
見
ら

れ
る
が
、
そ
れ
に

つ
い
て
、

「宿
県
、
多
用
厩
糞
、
然
皆
不
充
足
…
因
宿
県
土
地

清
薄
、
水
患
頻
傍
、
難

肥
料
甚
豊
、
亦
冊
不
能
必
其
定
有
収
穫
、
故
多
数
農

人
、
対
於
肥
料

一
層
、

⑳

多
不
注
意
。」

と
あ
る
。
ま
た
肥
料
に

つ
い
て
い
え
ば
、
化
学
肥
料
は

一
九
二
〇
年
代
に
院
省
に

導
入
さ
れ
、
そ
の
大
部
分
は
硫
酸
塩
で
あ

っ
た
が
、

一
九
二
五
年
の
消
費
量
は
わ

ず
か
四
百
担
で
あ

っ
た
、

一
九
三
〇
年
に
は
四
千
担
に
ま

で
増
加
し
た
が
、
耕
地

　

の
広
さ
を
考
え
れ
ば
、
き
わ
め
て
わ
ず
か
な
も
の
で
あ

っ
た
。

一
九
三
〇
年
代
に

お
け
る
十
七
県
の
調
査
を
見
る
と
、
農
家
の
使
用
肥
料
は
、
依
然
有
機
肥
と
し
て

⑮

の
厩
肥

・
堆
肥

・
糞
便

・
豆
餅
等
が
使
用
さ
れ
て
い
た
。

一
方
、
農
業
技
術
改
良
事
業
は
品
種
改
良
及
び
普
及
を
主
眼
と
し
て
い
た
の
で
、

新
農
具
の
技
術
開
発
は
ま

っ
た
く
な
さ
れ
な
か
っ
た
。

一
九
二
六
年
商
人
が
新
式

農
具
を
持

っ
て
来
た
が
、
値
段
が
高
か

っ
た
の
で
利
用
が

不
可
能
で
あ

っ
た
。

一

九
三
四
年
以
前
ま
で
の
新
式
農
具
は
棉
花
条
播
機

・
単
柄
梨

・
把
歯
中
耕
器
が
あ

っ
た
が
、
全
部
で
十
件
に
も
及
ば
ず
、

そ
れ
さ
え

一
般
農
民
の

⑳

使
用
は
不
可
能

で
あ

っ
た
。

こ
の
よ
う

な
生
産
力
に
よ
る
農
家

の
収
入
は
、
高
い
租
税
や
人
件
費
、
ま
た
肥
料
、
農
器
具
、
畜
力
、
流
通
費
等
の
生

産
原
価
に
も
足
り
な
か

っ
た
。

一
九

三
二
年
の
院
省
の

一
石
当
り
の
米

の
生
産
費
は
十
三
元
か
ら
十
五
元
で
あ

っ
た
が
、
米
価
は

一
石
当
り
十
元
ぐ
ら

い
で
あ

っ
た
こ
と

　

を
見
る
と
、
農
業
改
進
事
業
失
敗

の
重
要
性
を
再
三
認
識
す

べ
き
で
あ

ろ
う
。

結
局
、
生
産
力
の
減
少
及
び
発
展
の
限
界
性
は
、
耕
地
拡
大
に
よ
る
総
生
産
が
増
加
し
て
も
、
生
産
費
自
体
の
高
さ
の
た
め
市
場
性
を
失
う

こ



表七 蕪湖関歴年輸出農産品の比率(1915--1931)

1915

1916

1917

1918

1919

1920

1921

1922

1923

1924

1925

1926

1927

1928

1929

1930

1931

平均

米

78.02%

80.98

58.25

69.69

86.73

81.09

62.70

46.45

47.24

62.65

74.09

47.33

33.40

49.46

53.94

57.75

73.70

60.79

菜粁

4.20%

1.31

6.71

5.27

2.44

2.81

12.62

3.48

5.05

17.94

2.40

3.22

11.71

5.75

6.74

5.66

麦
%

0.56

1.53

1.16

1.68

2.16

2.07

5.66

6.95

8.00

1.59

3.14

棉花
%

9.17

2.84

9.98

1.36

5.8

花生

2.55%

1.30

0.78

0.93

1.17

0.87

1.49

1.61

5.24

6.45

2.24

豆類
%

1.62

1.16

1.39

腕豊
%

0.76

5.61

1.51

0.64

2.13

計

84.77%

84.35

68.57

76.47

91.25

84.83

78.02

47.32

19.89

67.81

82.91

72.58

87.94

70.42

77.65

75.07

81.80

71.27

資料来源:歴 年海関報告、蕪湖部分。

表八 歴年屯渓の製茶箱数

年 別

1912

1913

1914

1915

1916

1917

1929

1930

1931

1932

1933

製茶箱数

139,380

104,177

114,919

105,428

110,363

79,605

107,059

88,330

67,540

80,881

82,289

資料来源:屯 渓緑茶之生

産製造及運錆、金陵大学

農業経済系印行、民国25

年6月
P.17



と
に
な

っ
た
。

こ
れ
は
清
末
以
来
農
家
経
済

の
構
造
的
悪
循
環
の
主
原
因
で
あ

っ
た
。
そ
の
た
め
、
負
債

の
増
加
、
小
作
農

及
び
催
農
の
増
加
、

離
農
と

い
う
パ

タ
ー
ン
が
継
続
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
ま
た
対
外
貿
易
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
、
貿
易
赤
字
及
び
列

強
の
商
品
経
済
の
侵

略
を
受
け
る
主
要
な
原
因
に
も
な

っ
た
と

い
え
よ
う
。

一
九
三
〇
代

ま
で
の
院
省

の
産
業
構
造
は
農
業
経
済
を
基
幹
と
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
経
済
体
制
下
の
生
産
物
は
純
粋
な
原
料
農
産
物
で
あ

っ
た
の
で
・

い
つ
も
列
強

の
加
工
品
に
支
配
さ
れ
煽
・
特
に
院
省
の
農
産
物
は
糧
食
作
物
で
あ
る
米

・
麦
類

の
総
生
産
額
が
経
済
作
物
で
あ
る
豆

類

・
棉
花

・
花
生

・
菜
粁

・
茶

・
煙
葉
等
の
そ
れ
よ
り
多
か
っ
た
の
で

(八
二
%
対

一
八
%
)
、
安
価
な
洋
米

の
輸
入
に
よ

っ
て
農
民
生
活
は
破

綻
し
て
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
院
省

の
糧
食
作
物
の
経
済
的
位
置
は
、
表
七
か
ら
も
わ
か
る
。

表
七
の
十
七
年
間

の
輸
出
品
中
、
米
が
占
め
た
パ
ー
セ
ン
テ
イ
ジ
は
六
〇

・
七
九
%
に
も
な
り
、
他

の
農
産
物
は
十

一
.
二
七
%
に
過
ぎ
な
か

っ
た
。
こ
れ
は
ま
た
、
換
金
作
物
を
特
化
さ
せ
て
、
収
入
を
あ
げ
た
と

い
う
農
業
商
品
化
論
と
も
大
き
な
差
が
あ

っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

安
徽
省
の
経
済
作
物
中
、
比
較
的
商
品
作
物
と
し
て
の
性
格
を
持

っ
て
い
た
の
は
B
区
地
域
の
茶
葉
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
省
政
府
の
集
中
的

支
援
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
海
外
市
場

の
劣
勢
は
継
続
的
な
生
産
量
減
少
現
象
を
も
た
ら
し
た
。
屯
渓

は
院
省
最
大
の
茶
葉
集
散
地
で
あ
る
か
ら
、

表
八
の
よ
う

に
製
茶
箱
数
が
減
少
し
た
の
は
、
院
省
経
済
作
物
の
衰
退
を
意
味
し
て
い
る
。
海
外
市
場
で
の
苦
戦
は
結
局
品
質
と
生
産
効
率
か
ら

く
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
院
省
第

一
の
経
済
作
物
で
あ
る
B
区
の
茶
も
、
他
の
作
物
と
同
様
に
生
産
技
術
と
経
営
上
の
合
理
性
に
問
題
が
あ

っ
た

と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
農
村
改
進
事
業

の
失
敗
は
、
民
国
以
後
中
国
農
産
品
の
対
外
競
争
力
の
低
化
と
農
民
経
済
生
活

の
落
後
の
重
要
な
原
因
で
あ
る
。

即
ち
、
こ
の
失
敗
は
軍
閥
間
戦
争
、
官
紳
商
人
地
主
階
層
の
社
会
経
済
的
専
権
等
か
ら
来
る
農
民
層
の
政
治

.
社
会
的
不
信
感
が
招

い
た
結
果
で

あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。

四

、

農

民

経

済

生

活

の

実

情

十
八
世
紀
以
来

の
中
国
人
口
の
急
増
は
、
農
戸

=
戸
当
り
の
耕
地
所
有
面
積
を
縮
小
さ
せ
、
当
時

の
農
業
技
術
に
よ
る
農
業
経
営
の
非
致
率
性

を
大
き
く
現
出
さ
せ
た
。

一
九
二
〇
年
代
蕪
湖
附
近
で
の
耕
作
状
況
は
こ
の
よ
う
な
状
況
を
よ
く
見
せ
て
い
る
。

「人
工
之
使
用
、
在
大
的
田
区
、
比
在
小
的
田
区
有
両
倍
的
放
能
、
如
在
十
畝
或
少
過
十
畝
的
田
区
、

一
人
只
耕
五
畝
、
在
三
十

一
畝
或
三



十

一
畝
以
上
的
田
区
、
毎
人
則
耕
十
畝
了
。
獣
工
之
使
用
、
在
大
的
田
区
比
在
小
的
田
区
幾
有
三
倍
的
致
能
、
如
在
十
畝
或
少
過
的
田
区
、

一
獣
只
耕

一
〇

・
六
畝
、
在
三
十

一
畝
或
三
十

一
畝
以
上
的
田
区
、
毎
獣
則
耕
二
八

・
八
畝
了
。
耕
具
之
使
用

、
在
大
的
田
区
、
有
将
近
両

表九 白完省農家1戸 当り歴年人口数及び土地所有状況

備註

①

舞作畝薮

12.57

筆均人薮耕作 畝数

29,659,496

農 民 数農 戸 数

2,359,575

年別

1914

①15.4042,321,5012,748,6111915

①14.2741,623,9412,917,2741916

①14.5641,427,5412,846,0141917

①14.9342,888,3372,873,4891918

②14.705.2039,437,32513,947,6902,682,2481932

③15.o039,696,6902,646,4461933

④14.715.6639,462,15815,182,0002,682,0001935

14.525.4339,564,62414,564,8452,719,457平均

資料 来源:① 第 一回 中国年鑑 、P.1130

② 農戸 及 び農民数:～ 馬和 法編 、中国 農村経 済資料 、第一 輯、 第二種、 上、P,168

耕作 畝数:張 光 業、安 徽懇殖 問題 、P.24444。

③M克 、 中国農村 問題之研 究之 二、PP.205～212

④農戸 及 び農民数:国 民 政府年 鑑(民 国32年)、 附 表。

耕作 畝数:陳 筏 南、 「安 徽実業 概況 」、実業 統計 、巻三期 六 、P.98

表十 歴年白完省の耕作畝数と人ロ指
数の変化

1933191318931873区分

166146122100人口

107107106100耕地

資料来源:章 有義、中国近代農業史資料、第三集、
P.907

倍
的
敷
能
、
如
在
十
畝
或
少
十
畝
的
田
区
、
値
二
十
元

的
耕
具
、
僅
能
耕
作

四
畝

、
在
三
十

一
畝
及
以
上
的
田

　

区
、
則
能
耕
七

・
一
畝
了
。
」
と
見
え
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
非
敷
率
的
農
業

経
営
は
、
農
家
収
入
と
直
接

連
結
さ
れ
る
点
で
、
院
省
農
民
生
活
向
上

の
重
要
な
関
鍵
で

あ

っ
た
。

一
九
二
〇
年
代
の

一
般
的
農
民
生
活
に
必
要
な
生

活
費
は
大
略

一
年
に
二
五
〇
元
で
あ

っ
た
。
即
ち
、

「
一
夫

一
妻
三
個
子
女
、
毎
年
最
少
需
要
二
五
〇
元
、

此
二
五
〇
元
只
算

一
家
之

中
、
毎
人
毎
日
不
受
磯
寒
、

和
他
椚
的
女
子
毎
日
能
穀
去
念
書
罷
了
、
若
家
中
有
疾

病
或
奢
修
、
則
這
二
五
〇
元
是
不
鉤
用
了
、
所
以

一
家

五
口
、
最
少
要
二
五
〇
元
才
能
穀
維
持
其
最
低
的
常
態

生
活
、
不
能
維
持
這
五
口
之
家
的
常
態
生
活
、
就
算
是

　

貧
窮
的
。」
と
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
収
入

の
た
め
に
は
、
水
田
の
場
合
、
土
質
に

よ

っ
て
違
う
が
、
大
略
三
〇
畝

か
ら
五
〇
畝
が
必
要
で
あ

っ

　

た
。
し
か
し
、
当
時
院
省
農
家

の
土
地
所
有

の
規
模
は
非
常

に
小
さ
か

っ
た
。
表
九
か
ら
わ

か
る
よ
う
に
民
国
以
後
二
十

年
間
の
平
均
所
有
地
面
積
は
、

一
四

・
五
二
畝
に
過
ぎ
な
か

っ
た
。
当
時
の
耕
地
面
積

・
農

家
数
農
民
数
等
を
調
査
し
た



各
種
統
計
資
料
は
、
す
べ
て

一
致
し
な
い
が
、
表
九
の
統
計
は
あ
る
程
度
の
合
理
性
が
あ
る
と
思
う
か
ら
、
こ
の
表
に
よ

っ
て
見
る
と
、
当
時
院

省
の

一
戸
当
り
所
有
耕
作
面
積
が
、
非
常
に
小
さ
か

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

一
四

・
五
二
畝

の
収
入
は
大
略

一
百
元
か
ら

一
五
〇
元
で
あ

っ
た
。

こ
れ
は
毎
農
家
の

一
年
生
活
に
必
要
な
二
五
〇
元
と
比
べ
る
と
、
は
る
か
に
少
な
い
収
入
で
あ

っ
た
。
こ
の
よ
う
な
耕
地
面
積

の
縮
小
に
は
い
ろ

い
ろ
な
原
因
が
あ

っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
何
よ
り
も
人
口
増
加
に
み
あ
う
耕
地
面
積
拡
大
が
な
か

っ
た
点
が
重
要
で
あ
る
。
表
十
は
こ
の
関
係
を

よ
く
説
明
し

て
い
る
。
民
国
以
後
に
耕
地
が
拡
大
し
な
か

っ
た
こ
と
は
、
政
治
的
混
乱
に
よ
る
荒
政

の
失
敗
と
毎
年
の
災
害

に
よ
る
離
農
等
が
そ

⑳

の
主
因
で
あ

っ
た
。

し
か
し
、
耕
地
所
有
面
積

の
縮
小
よ
り
さ
ら
に
問
題
が
あ

っ
た
の
は
、
地
主
階
層
に
よ
る
土
地
集
中
現
象
で
あ

っ
た
。
例
ば
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

「天
長
県
的
土
地
面
積
単
位
是
用
担
計
算
、
南
郷
的
毎
担
種
的
面
積
約
等
於
五

・
三
畝
。
這
裏
佑
有
三
百
担
種
以
上
的
大
地
主
有
三
戸
、
二

百
至
二
九
九
担
種
九
戸
、
他
椚
佑
有
全
部
耕
地
的
五
分
之

一
。
如
果
加
上
五
十
担
種
以
上
的
、
其
他
中
小
地
主
、
那
末
戸
数
不
到
総
戸
数
的

百
分
之
四
、
但
是
所
佑
耕
地
巳
達
半
数
以
上
。
男

一
方
面
、
五
担
種
以
下
的
農
戸
難
佑
総
戸
数
的
百
分
之
七
十
左
右
、
但
是
所
有
耕
地
大
概

ゆ

只
佑
耕
地
総
数
的
百
分
之
二
十
、
其
中
、
且
有
七
百
戸
爲
無
地
農
戸
約
枯
総
戸
数
的
三
分
之

一
」

こ
の
よ
う
な
土
地
の
集
中
化
は
土
地
分
配
の
矛
盾
を
も
た
ら
し
て
、
階
層
間
対
立
の
尖
鋭
化
と
租
佃
関
係
の
前
近
代
性
を
、
民
国
以
後
に
も
存

の

続
さ
せ
た
。

一
九
三
五
年
の
調
査
に
よ
る
と
院
省
農
戸
中
七
八

・
八
七
%
が
二
〇
畝
以
下
の
土
地
を
耕
作
し
た
。
こ
れ
は
約
八
〇
%
の
農
民
が
基

本
的
な
生
活

さ
え
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

こ
の
よ
う

な
農
家
経
済
状
況
下
で
も
、
農
民
生
活
の
市
場
依
存
度
は
徐
々
に
大
き
く
な

っ
た
。
表
十

一
と
十
二
を
見
る
と
、
各
区
の
農
家
は
農

産
物

の
半
分

ぐ
ら
い
を
売
り
出
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
商
品
化
さ
れ
た
農
産
物
の
種
類
は
、
各
地
域
に
よ
っ
て
違
う
。

即
ち
、
A
区
は
穀
類
と

油
類
が
主
に
商
品
化
さ
れ
、
C
区
は
油
類
と
豆
類
、
D
区
は
穀
類
と
豆
類
が
売
り
出
し
の
主
要
品
目
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
全
体
農
業
生
産
物
の
売

出
比
率
を
見

る
と
、
大
略
半
分
ぐ
ら
い
が
売
り
出
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
当
時
院
省
で
の
主
要
移
出
品
目
で
あ

っ
た
米
と
他
の
農
産

物
と
の
絶
対
額
数
は
表
七
で
見
え
る
よ
う
に
七
対

一
の
比
率
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
経
済
作
物

の
売
り
出
し
に
よ
る
収
入
は
農
民
生
活

改
善
に
大
き
な
寄
与
は
し
な
か
っ
た
と
思
う
。
ま
た
、
農
産
物
の
売
出
比
率
も
半
分
く
ら
い
で
あ
る
が
、
各
区
の
農
戸
別
現
金

.
非
現
金
収
入
支

出
状
況
を
見

る
と
、
現
金
に
よ
る
収
入

・
支
出
が
半
分
以
上
で
あ

っ
た
農
戸
は
自
作
農
戸
の
み
で
あ

っ
た
。
(表
十
三
参

照
)
当
時
院
省
で
の
自

作
農
比
率
は
表
三
に
見
え
る
よ
う
に
一
=

%
し
か
な
か

っ
た
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
大
多
数
の
農
家
は
依
然
近
代
的
農
業
経
営
に
依
存
し
た
と
い



表十一 白完省各県各種農産品の出筥率(%)1921～1925

区

別

A

C

C

D

県

別

蕪湖

宿

懐遠

來安

穀類

稻

42.8

53.8

29.1

36.6

小麦

49.9

31.3

22.9

53.1

高梁

23.0

17.5

谷子

21.8

25.0

41.7

大麦

74.7

4.5

10.8

44.4

玉蜀黍

56.7

儒米

100

44.7

豆類

大豆

30.4

55.8

43.2

緑豆

31.1

22.6

47.1

碗豆

29.8

80.0

黒豆

7.6

油類

芝蕨

69.8

98.1

38.1

油菜子

100

96.1

40.6

山薯

19.2

18.5

32。4

繊織類

棉花

28.2

33.4

34.3

大麻

26.8

6.2

25.8

疏菜

47.3

12.2

資料 来源:卜 凱著 、張履 鶯課 、中 国農村経 済.P.276・-278。

表十二 白完省農産物の自用と責出の
家庭比率

区別

A

C

D

県別

蕪湖

懐遠

宿県

來安

出告部分

55.7%

35.2%

40.3%

56.8%

家庭自用部分

44.3%

64.8%

59.7%

43.2%

資料来源:章 有義、中国近代農業史資料、第2輯,P.

229

表十三1921～1925年 白完省農民階層別農場収入支出の現金比現金の比率(%)

区

別

A

C

D

区分

県名

蕪 湖

宿 県

懐 遠

來 安

収 入

自 作 農

現 金

51.9

41.5

33.4

56,7

非現金

48.1

58.5

66.6

48.1

半 自作 農

現 金

60。3

33.4

非現金

39.7

66.6

佃 農

現 金

35.7

53.0

非現金

64.3

47.0

支 出

自 作 農

現 金

42.9

62.4

44.0

32.0

非現金

57.1

37.6

56。0

68.0

半 自 作 農

現 金

36.7

43.8

非現金

63.3

56.2

佃 農

現 金

37.8

23.9

非現金

62.2

76.1

資料来源:章有義,中国近代農業史資料,第2輯,P.422・-423。

表 十 四 安 徽 農 戸 生 活 費 用 中 の 自給 と購 買 率 の 比 較

区

別

C

D

県 別

懐 遠

宿 県

来 安

総 計

自 給

67.3

59.6

73.8

購 買

32.7

40.1

26.2

食 物

自 給

84.9

82.4

96.5

購 買

15.1

17.6

3.5

衣 服

自 給

52.7

27.2

11.0

購 買

47.3

72.8

89.0

灯油燃料

自 給

93.9

80.5

100.0

購 買

6.1

19.5

0

其 の 他

自 給

16.2

7.4

27.2

購 買

83.8

92.6

72.8

資料来源:章 有義,中 国近代農業史資料,第2輯,P.270



表十五 安徽農家毎年収入支出状況(1925～1931)

出支区分入収区分

ECBA区別ECBA区別

書邸懐遠休寧無為県別雀邸懐遠休寧無為県別

元元20元20元農具元元175元164元作物

1510工資3030園芸畜牧

106.6107.2100124飲食2020其の他

1010医薬

4030肥料

5.56.71010房屋

40.016,41520衣服

1010交際

1010婚喪

5.019.3燃料

35.62020雑費

55教育

157.1185.2255269計88.8165225214計

資 料来 源:Buck,JohnLossing,ChineseFarmEconomy,Chap,XI,StandardofLivinglpp382421TheCommercialpross,
Sanghai,China.1930.(懐 遠)

中 国経 済年 鑑 、1934年 、 第 六章 、P・F380-381(無 為 、雀 邸)

中 国経 済月 刊(英 文)、2巻2号 、1925年2月 、P.22(休 寧)

え
る
。
特
に
表
十
四
に
よ

っ
て
生
活
費
用
中
自
給
率
と
購
買
率
を
見
る

と
、
自
給
が
不
可
能
で
あ

っ
た
衣
服
と
其

の
他
等

項
に
お
い
て
現
金
支

出
が
多
か

っ
た
が
、
換
金
作
物
の
特
化
に
よ
る
食

品

・
文
化

・
教
育

・

医
学
等

へ
の
支
出
は
依
然
低
か

っ
た
。

(表
十
五
参
照
)
し
か
し
商
品

化

の
比
率
は
、
統
計
数
字
だ
け
を
見
る
と
、

一
九

二
〇
年
代
北
満
洲
の

　

商
品
化
比
率
四
〇
%
～
七
〇
%
と
似
て
い
た
と

い
え
る
。
こ
れ
に
よ

っ

て

寄
ヨ
8

国
.
ζ
巻
「ω
教
授
は
北
満
洲

で
の
商
品
化
傾
向
を
主
張
し
た

が
、
こ
れ
は
当
時

の
農
村
経
済

の
統
計
上
の
表
面
的
状
況
だ
け
に
よ

っ

て
見
た
の
で
あ
ろ
う
。
勿
論
地
域
に
よ

っ
て
農
業
商
品
化
傾
向
が
あ

っ

た
こ
と
は
認
め
る
が
、
全
中
国
で
の
状
況
は
限
界

が
あ

っ
た
ろ
う
。
即

ち
、
当
時
農
民
生
活
の
実
際
的
様
相
が
そ
う
で
は
な
か

っ
た
こ
と
は
次

の
史
料
か
ら
う
か
が
え
る
。

「農
民
日
常
消
費
物
、
除
塩
油
外
、
皆
自
製
造
。
若
糧
食
不
足
者
、

則
向
富
戸
購
買
、
近
年
来
毎
石
稻
債
振
至

五
元
、
大
麦
三
元
、
小

饗
六
元
、
富
家
又
毎
居
積
不
売
、
以
高
時
慣

。
貧
者
既
感
是
痛
苦
、

故
毎
買
帰
、
必
雑
他
糧
以
食
。
衣
服
率
由
自
植
棉
花
製
成
、
薦
亦

の

多
足
供
。」
。

こ
の
よ
う
な
農
業
商
品
化

の
未
発
達
現
象
は
、
当
時
農
民
に

一
番
重

要
で
あ

っ
た
租
佃
関
係
で
も
分
か
る
。
な
ぜ
な

ら
、
商
品
経
済
が
発
展

す
れ
ば
す
る
ほ
ど
地
主
階
層
の
貨
幣
地
租
要
求

が
強
く
な
る
か
ら
で
あ

る
。
左
に
掲
げ
る
報
告
は
そ
の
こ
と
を
示
す
。

「随
著
商
品
経
済
的
発
展
、
貨
幣
地
租
也

有
増
長
的
趨
勢
、
但
貨



幣
地
租
侃
然
不
占
統
治
地
位
。
在
民
国
二
十
年
代
初
期
、
農
村
的
貨
幣
地
租
約
占
七
%
以
下
。
実
物
地
租
的
占
統

治
地
位
、
完
全
可
以
看
出

ゆ

租
佃

関
係
的
半
封
建
性
質
。
L

こ
の
よ
う

な
貨
幣
地
租
比
率
の
低
さ
は
、
当
時
農
業
商
品
化
の
傾
向
が
ま
だ
全
面
的
に
現
わ
れ
な
か

っ
た
こ
と
を
示
す

で
あ
ろ
う
。

　

一
方
、
農
業
生
産
物
の
商
品
化
が
農
民
生
活
の
水
準
向
上
に
、
直
接
関
与
す
る
と
い
う
考
え
方
が
あ
る
が
、
当
時
院
省
農
民
の
生
活
水
準
が
基

本
的
な
生
活
費
さ
え
不
足
し
て
い
た
事
実
と
は
矛
盾
す
る
。
表
十
五
を
見
る
と
、
全
省
各
地
域
の
農
民
生
活
費
の
収
入

・
支
出
は
い
ず
れ
も
マ
イ

ナ
ス
で
あ

っ
た
。
こ
の
表
に
よ
る
と
B
区
の
収
入
が

一
番
多
か

っ
た
が
、
そ
の
B
区
も

一
九
三
〇
年
以
後
は
収
益
率
が
表
十
六
か
ら
わ
か
る
よ
う

に
急
激
に
減
少
し
た
こ
と
か
ら
見
る
と
、
全
省
的
な
農
民
生
活
水
準
は
低
下
し
た
場
合
が
多

い
で
あ
ろ
う
。

勿
論
、
農
民
生
活
の
水
準
は
農
民
階
層
の
土
地
所
有
状
況
に
よ

っ
て
違

っ
た
が
、
表
十
七
に
見
え
る
よ
う
に
、
半
小
作
農
で
五
〇
畝
以
下
、
小

作
農
で

一
百
畝
以
下
の
場
合
、
収
入
は
基
本
的
な
支
出
費
に
さ
え
足
り
な
か
っ
た
。
表
九
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
当
時
院
省
農
戸
中
で
こ
の
よ
う

な
大
量
の
土
地
を
耕
作
し
た
農
戸
が
非
常
に
少
な
か

っ
た
こ
と
か
ら
見
る
と
、
ほ
と
ん
ど
の
農
家
の
生
活
は
苦
し
い
状
況
で
あ

っ
た
と
想
像
さ
れ

る
。従

っ
て
、
院
省
農
民
の
耕
地
の
抵
当
状
況
は
こ
の
よ
う
な
農
村
経
済
の
衰
落
を
意
味
す
る
と

い
え
る
。
表
十
八
を
見

る
と
、
A

・
B

・
F
区
の

抵
当
率
は
全
体
的
に
増
加
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
反
対
に
C
区
の
場
合
は
減
少
し
た
が
、
こ
れ
は
経
済
的
疲
弊
に
よ
り
、
耕
地
農
産
物

の
価
値
が

　

低
落
し
た

た
め
で
あ

っ
た
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
な
耕
地
抵
当
化
現
象
は
、
結
局
土
地
集
中
化
の
主
原
因
に
な
り
、
耕
地
を
失

っ
た
農
民
の
離
村

状
況
を
引
き
起
こ
し
た
。
表
十
九
の
よ
う
に
離
農

の
農
家
が
二
〇
畝
以
下
の
耕
地
を
所
有
し
た
農
家
が
八

一
・
四
%
も
占
め
た
こ
と
は
、
当
時
の

農
村
経
済

の
疲
弊
化
を
示
す
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
現
象
は
全
省
各
慮
で
現
わ
れ
た
現
像
で
あ

っ
た
。
例
え
ば
、
B

・
D
区
の
状
況
を
見
る
と
次

の
よ
う
で
あ
る
。

「徽

属
年
来
迭
受
茶
木
両
業
遭
敗
之
打
撃
、
秋
収
欠
稔
、
農
民
生
活
、
至
感
枯
窓
。
間
有
多
数
農
民
、
因
難
寛
資
金
之
周
転
、
無
法
打
開
其

⑲

苦
悶

出
路
、
寧
棄
其
固
有
田
園
、
離
郷
向
外
謀
活
。
枝
葉
離
披
之
農
村
、
至
此
益
呈
衰
萎
、
更
無
復
興
繁
栄
之
望

。

天
長

南
郷
的
農
民
生
活

一
般
看
来
是
日
趨
低
下
、
有
些
赤
貧
的
農
民
、
流
離
失
所
、
往
住
流
為
盗
賊
。
有
些
農
民
往
住
在
青
黄
不
接
或
年
底

　

的
時

候
以
二
分
的
利
息
借
入
十
余
元
。
」



表十六B区 紅、緑茶毎箱当りの損益状況

類別

紅

茶

緑

茶

県 別

祁門

秋浦

婆源

屯渓

元 金

400両 上 下

100両 上 下

50-100元

路95元 西路68～76一

240余 元

売 出 価

200両

100両 上 下

100元 上 下

165元

損 益

折50%

不折

梢益

折本

折70-80元

章鵬若:農 村復興与農村副業、申報月刊、3巻3号
1934年3月 、P.34

表 十 七 白完省 農 民 階層 別 収 入状 況(1933年)

区 分

耕作畝数

収 入

田地費用

其他費用

緻 租 額

損 益

自 作 農

100畝 以上

1,111兀

314元

424元

元

373元

50畝以上

735元

190元

379元

元

166元

50畝以下

485元

93元

272元

元

40元

半 自 作 農

100畝以上

1,029元

266元

366元

265元

132元

50畝以上

653元

147元

297元

165元

44元

50畝以下

365元

71元

220元

104元

一30元

佃 農

100畝 以 上

1,024元

234元

347元

424元

19元

50畝以上

711元

158元

295元

287元

一29元

50畝以下

370元

79元

207元

180元

一96元

資料来源:申 報年鑑(民 国22年),P。P54

表 十 八 白完省 耕 地抵 当 者 の比 率

区別

A

B

C

F

県 別

巣 県

源 県

蕪 湖

宣 城

寧 国

青 陽

貴 池

獄 県

休 寧

太 平

寿 県

潜 山

平 均

耕地抵当者%

30

70

4

6

4

13

2

8

4

50

2

10

18

過去 との比較

減 少

増 加

増 加

増 加

不 変

増 加

不 変

不 変

不 変

増 加

減 少

増 加

資料来源:河 南,湖北,安 徽,江 西,四 省小作制度,P.28

表 十 九 耕 地 面積 に よ る離 村 率(1935年 調 査)

一5畝

一10畝

一15畝

一20畝

平 均

30.1%

35.4%

13.3%

2.6%

81.4%

一25畝

一30畝

一35畝

一40畝

平 均

0.9%

4.4%

1.8%

1.8%

8.9%

一45畝

一50畝

一75畝

一100畝

平 均

0.9%

2.6%

0.9%

3.5%

7.9%

註:農 政報告,4巻7期,1936年7月,P.175



以
上
見

た
よ
う
に
、
院
省
で
の
農
業
商
品
化
傾
向
は
現
金

・
非
現
金

の
収
入
と
支
出
状
況
、
農
業
生
産
物
の
売
り
出
し
率
、
農
家
生
活
に
必
要

な
必
需
品

の
購
買
率
等
の
統
計
数
字
か
ら
見
る
と
、
あ
る
程
度
ま
で
の
農
業
商
品
化
は
行
な
わ
れ
た
と

い
え
る
が
、
実
際
的
な
農
村
状
況
、
即
ち
、

農
家

の
平
均
的
土
地
所
有
面
積
と
農
場
経
営
の
効
率
性

・
農
業
生
産
力
と
農
業
生
産
に
対
す
る
投
資
内
容
と
範
囲
、
収
入
支
出

の
バ
ラ
ン
ス
等
を

考
え
る
と
、
院
省
の
農
業
商
品
化
傾
向
は
、
ほ
と
ん
ど
な
か

っ
た
と

い
う

こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
。
従

っ
て
、
清

末
以
後

の
農
業
商
品
化
傾

向
に
対
す

る
主
張
は
、
地
理
的
状
況
に
よ
る
換
金
作
物
の
特
化
な
い
し
農
業
生
産
物

の
売
り
出
し
率
等
に
よ

っ
て
説
明
す
る
こ
と
よ
り
、
当
時
の

社
会
経
済

的
背
景
と
政
治

・
軍
事
的
混
乱
状
況
で
、
実
際

の
農
民
生
活

の
様
子
を
把
握
し
な
が
ら
考
え
る
方
が
重
要
で
あ
る
と
思
う
。
こ
の
よ
う

な
面
か
ら
見
る
と
、

一
九
三
〇
年
代
半
ば
ま
で
の
中
国
に
お
け
る
商
品
化
傾
向
は
、
実
際
に
弱
か

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

五

結

論

十
九
世
紀
末
頃
の
中
国
の
社
会
経
済
的
状
況
は
も
は
や
限
界
的
状
況
ま
で
来
て
い
た
と

い
え
る
。
こ
れ
は
人
口
増
加
に
対
す
る
耕
地
面
積
拡
大

の
限
界
.
列
強

の
商
品
経
済
侵
透
に
対
す
る
中
国
経
済
の
無
気
力
・農
村
社
会
経
済
で
の
封
建
的
秩
序

の
強
化
等
、当
時
当

面
し
て
い
る
農
村
危
機

に
対
し
て
、
こ
れ
を
乗
り
越
え
る
解
決
策
が
な
か

っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
問
題
が
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
だ

一
つ
の
方
法

は
、
農
業

生
産
物
を
商
品
化
さ
せ
る
こ
と
し
か
な
か

っ
た
と
思
う
。
即
ち
、
農
業
の
商
品
化
は
、農
業
技
術
の
改
善
と
流
通

シ
ス
テ
ム
の
整
備
に
よ

っ
て
、農
産
物

の
生
産
力
を
向
上
さ
せ
、単
位
面
積
当
り
生
産
量
の
向
上
を
通
じ
て
市
場
経
済
を
活
性
化
さ
せ
る
集
約
農
業

の
根
本
原
理
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
農
業
生
産
物
の
商
品
化
の
た
め
に
は
、
基
本
的
な
前
提
条
件
が
必
要
で
あ

っ
た
。
即
ち
、
都
市
の
人
口
及

び
商
工
業

・
金
融

・
交
通

の
発
達
に
よ
る
流
通
構
造
の
整
備

・
農
業
生
産
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
農
業
技
術
の
改
善
及
び
適
正
な
土
地
所
有
等

で
あ

っ
た
。
こ
の
よ
う
な

諸
条
件
は
民
国
時
代
の
到
来
と
共
に
、

一
層
強
く
要
求
さ
れ
た
。
そ
れ
は
新
秩
序
体
制
下
に
お

い
て
社
会
経
済
的
改
革
を

企
図
す
る
政
治
的
次
元

の
努
力
で
は
な
く
、
清
末
以
来
の
無
秩
序
な
状
況
下
に
現
わ
れ
た

一
般
国
民
生
活
の
限
界
状
況
か
ら
出
た
要
求
で
あ

っ
た

。
そ
れ
ゆ
え
に
国
民
政

府

の
先
覚
者
は
農
村
改
良
事
業
及
び
社
会
基
幹
産
業
育
成
政
策
を
主
張
し
た
が
、
民
国
初
期

の
革
命
派
、
非
革
命
派
間

の
政
治
的
対
立
、
ま
た
そ

れ
以
後
の
軍
閥
割
拠
と
戦
争
、
国
民
政
府
と
共
産
党
の
対
立
等
政
局
の
不
安
定
に
よ
り
、
こ
の
よ
う
な
時
代
的
要
求
は
受
容
さ
れ
な
か
っ
た
。

む
し
ろ
、
こ
れ
ら
の
状
況
は
列
強
に
商
品
侵
略
の
機
会
を
与
え
、
民
族
企
業

の
発
展
を
阻
害
し
、
農
業
生
産
及
び
流
通

に
悪
影
響
を
も
た
ら
し

て
、
農
民

生
活
は
さ
ら
に
疲
弊
し
て
い
っ
た
。



従

っ
て
、

清
末
以
来
農
業
商
品
化
が
本
当
に
開
始
さ
れ
た
な
ら
ば
、
民
国
成
立
以
降
の
社
会
経
済
的
状
況
は
そ
れ
ほ
ど
混
乱
し
な
か

っ
た
の
で

は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
。
経
済
的
安
定
は
政
治
的
、
社
会
的
変
化
に
対
応
で
き
る
自
主
力
と
自
衛
力
を
培
養
さ
せ
る
か
ら

で
あ
る
。

し
か
し
、
本
文
で
見
た
よ
う
に
清
末
以
来

の
中
国
で
は
、
農
業
商
品
化
が
行
な
わ
れ
る
基
本
的
条
件
は
、
全
く
な
か

っ
た
と
い
え
る
。
も
し
、

現
金
に
よ
る
収
入

・
支
出
比
率

の
増
加
、
自
給
自
足
と
市
場
購
買
率
の
比
率

・
経
済
作
物

の
購
売
率
等
に
よ

っ
て
、
中
国

で
の
農
業
商
品
化
を
論

じ
る
と
、
そ
れ
は
当
時
農
民
経
済

の
現
実
を
把
握
し
な
か

っ
た
こ
と
か
ら
出
て
来
た
主
張
で
あ
る
と
思
う
。
勿
論
北
伐
達
成
以
後
国
民
政
府
に
よ

る
建
設
政
策
と

一
連
の
農
村
改
進
事
業

の
成
果
に
よ
る
経
済
的
発
達
を
認
め
る
と
し
て
も
、
そ
れ
は
、
根
本
的
な
農
民
生

活
水
準
の
向
上
と
は
全

然
無
関
係
で
あ
り
、
ま
た
指
標
上
の
農
業
商
品
化
傾
向
も
、
実
は
外
国
商
品
経
済

の
大
量
に
浸
透
し
た
た
め
に
、
農
民
自
身
で
は
自
給
生
産
価
よ

り
安
く
て
品
質
も
よ
い
外
国
商
品
を
購
入
す
る
過
程
で
現
わ
れ
た
と
筆
者
は
考
え
る
。

結
局
、
民

国
以
後
に
お
い
て
も
封
建
的
社
会
経
済
秩
序
は
、
中
国
農
村
で
継
続
維
持
さ
れ
、
む
し
ろ
軍
閥

・
地
主
階
層

の
収
奪
行
爲
が

一
層
表

面
化
し
て
い
っ
た
。
さ
ら
に
列
強
の
商
品
侵
略
に
よ

っ
て
生
活
基
盤
ま
で
を
奪
わ
れ
る
と

い
う
危
機
感
を
感
じ
た
農
民
が
、
新
中
国
革
命

へ
の
協

力
者
に
な

っ
た
こ
と
と
、
農
業
商
品
化
の
進
行
に
よ
る
中
国
農
村
経
済
の
現
代
化
論
と
は
相
当
な
開
き
が
あ
る
。
当
時
中
国
の
全
般
的
状
況
か
ら

考
え
る
と
、
農
業
商
品
化
の
進
行
に
は
限
界
が
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

①
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②

程
必
定
主
編
、
『安
徽
近
代
経
済
史
』
、
合
肥

(黄
山
書
社

、

一
九
八
九
年
、
頁

一
九

一
)
。

『中
国
通
郵
地
方
物
産
誌
』
、
院
省
、
頁

一
九
～
三
九
。

③

歴
年
海
関
報
告
及
び
貿
易
統
計

(
一
九
三
四
～

一
九
三
七
)

か
ら
計
算
。
中
国
土
地
問
題
之
統
計
分
析
、
頁
三
八
。

④

当
時
蕪
湖

・
瀞
県
等

の
城
市
で
居
住
し

て
い
た
地
主
階
層
の
%
は
、
各
々
七

八

・
五
%
、
九

五

・
四
%
で
あ

っ
た
。
こ
れ

は
農
村
資
金

の
都
市
集
中
等
を
意
味
す
る
。

金
陵
大
学
農
学
院
農
業
経
済
系
編

『支
那
経
済
資
料
』

一
八
、
河
南

・
湖
北
、
安
徽

・
江
西
四
省
土
地
分
類
研
究
、
中

(生
活
社
刊
、

一
九
三

四
年
頁

五
。
)

⑤

東
亜
同
文
会
編
、

『支

那
省
別
全
誌
　
、
安
徽
省
、
東
京

・
東
亜
同
文
会
、

一
九

一
九
年
、
頁
四
四

一
～
四
四
二
。

⑥

一
九

一
六
年
婆
源

・
獄
県
等

の
移
出
量

は
、
八
万
五
千
担
、
三
万
五
千
担
で
あ

っ
た
が
、

一
九

三
〇
年
代
の
産
額
は
わ
ず
か
各

々
三
萬
四
千
担
、

一
万
八
千
担
で
あ

っ



た
。

『豫
蔀
院
籟

四
省
農
村
経
済
調
査
報
告
』
第
十

二
号
、
屯
渓

緑
茶
之
生
産
製
造
及
運
錆

(南
京

・
金
陵
大
学
農
業
経
済
系
印
行
、
民
国

二
五
年

六
月
、
頁
五
)

⑦

参
考
、
本
論
文
第
三
節
、
農
業
改

造
事
業

の
推
移
と
そ

の
実
態
分
析
。

⑧

一
九
三
〇
年
代
安

徽
省

の
水
田
平
均
価
格
は
、

一
畝
当
り
五
十
元
で
あ

っ
た
が
、

B
区
の
婆
源

・
祁
門

・
獄
県
は
=
二

元
か
ら
四
十
元
、
瞥

・
休
寧

・
石
壊
県

は
二

一

元
か
ら
三
十
元
、
太

平
県
は

二
十
元
で
あ

っ
た
。
参
考

・
鷹
和
法
編

『中
国
経
済
史
料
叢
書
』
第

一
輯
第

二
種
、
中

国
農
村
経
済
資
料
上

(華

世
出
版
社
、

一
九
七
八
年
、

頁
二
二
四
～
二
二
五
)
。

⑨

同
註
②
、
頁

一
五
五
～

一
五
六
。

⑩

同
註
⑤
、
頁
四
四

一
～
四
四
二
。

⑪

同
前
、
頁

一
五
〇
。

⑫

同
註
④
上
、
頁
二
六
〇
、
二
八
〇
。

⑬

同
前

⑭

同
前
、
頁
二
七
七
、
三
〇
三
。

⑮

同
註
④
中

・
頁
三
〇
七
。

⑯

同
註
⑤
、
頁
、

=

ご
一了

一
三
七
。

⑰

E
区
は
准
河
の
中
上
流
地
域

で
あ

っ
た
か
ら
、
降
雨
量
が
少
な

い
時

は
水
運
も
不
可
能

で
あ

っ
た
。
同
前
。

⑱

同
前
、
頁
五
六
～

一
五
八
。

⑲

一
九

一
〇
年
代
は
九
江
を
経

っ
て
上
海
に
移
出
さ
れ
た
が
、

一
九
三
〇
年
代
以
後
公
路
が
発
達

し
て
、
抗
州
を
経

て
上
海

へ
移
さ
れ
る
場
合
が

一
箱
当
り

一
元
が
節
約

さ
れ
た
か
ら
、
九
江

へ
の
移
出
路
は
抗
州

へ
移
動
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
『
豫
蔀

院
績
四
省
農
村
経
済

調
査
報
告
』
第

十
号

、
祁
門
紅
茶
之
生
産
製
造
及
運
錆

(南
京

・

金
陵
大
学
農
業
経
済
系
印
行
、
民
国
二
十
五
年
六
月
、
頁
八
五
)
。

⑳

同
註
④

、
上

・
中

・
下
巻
安
徽
省
各
県
間

の
交
通
事
情
。

⑳

『申
報
』
、
民
国
二
〇
年

五
月

二
六
日
、
「
蛙
埠
運
商
請
核
減
車
価
」
。

⑳

『鉄
道
年
鑑
』
第
三
巻

(上
海

・
商
務
印
書
館
、
民
国

二
五
年

、
頁

一
四
六
六
)
。

⑳

『申
報
』

一
九

三
六
年
六
月
四
日
。
「
蕪
湖
米
到
天
津

販
費
之
汽
車
費
合
計
六
角
七
分

:
汽
船
費
為
毎
担
三
角
五
分
。」
最
近
長
江
流
域

之
経
済
状
況
、
経
済

評
論
、

一

巻

五
号

(
一
九
三
四
年
七
月
、
頁
四
七
〉
。

⑳

」

年
来
之
安
徽
建
設
』
、
第

一
編
、
第

一
章
、
(出
版
地
点
年
代
未
詳
、
頁

一
)
。

⑳

管
鵬
、

「安
徽
地
方
使
行
汽
車
之
研
究
」

(『申
報
』

一
九
二
〇
年

四
月
四
日
)
。



⑳

『申
報
』

一
九

二
八
年
三
月
十

日
。

⑳

『申
報
』

一
九

二
六
、
八
月
二

一
日
、
四
月
三
日
。

⑳

同
註
⑳

、
頁
二
。

⑳

『十
年
来
的
中

国
経
済
建
勃酪

第

五
章

(出
版
地
、
年
代
未
詳
、
頁

一
五
)
。

⑳

同
註
⑳

、
頁
八
。

⑳

『申
報
』

一
九

三
六
年
五
月
四
日
。

⑫

『
四
省
土
地
分
類
研
究
』
上

・
中

・
下
、
同
註
④
、
安
徽
各
県
城
を
中
心
と
す
る
交

通
状
況
参
照

⑳

同
註
②
、
頁
二
四
五
。

⑭

同
前
、
頁

一
八
〇
。

⑮

劉
海
峯
、
「
関
於
李
鴻
章
官
僚
資
本
的

一
些
資
料
」

(
『史
学
工
作
通
迅
』
第

一
期
、

一
九

五
七
年
)
。
同
註
②
、
頁

一
八

一
。

⑯

播
敏
徳

「
中
国
近
代
典
当
業
之
研
究
」

(
『国
立
台
湾
師
範
大
学
歴
史
研
究
所
専
刊
』
之
十

三

民
国
七
四
年
、
頁

二
一
二

)
。

⑰

『豫

・
那

・
院

・
籟
四
省
之
典
當
業
』

(南
京
金
陵
大
学
農
業
経
済
系
印
行

、

一
九
三
六
年

六
月
、
頁
四
～
七
)
。

⑱

郭
嘉

一
、
「
安
徽
省
銭
荘
業
的
典
衰
概
述
」

(『安
徽
金
融
研
究
』
、
増
刊
第

一
期
、

一
九
八
七
年
。
同
註
②
、
頁

一
八
三
。

⑳

「
蕪
湖
県
経
済
調
査
」

(『中
国
鉄
道
沿
線
経
済
調
査
資
料
南
種
』
民
国
二
三
年
、
頁
五

一
。
)

⑩

同
註
②

、
頁

一
八
七
。

⑪

中
国
通
郵
地
方
物
産
誌
、
院
省
、

(出
版
地
点
年

代
未
詳
、
頁

一
九

～
三
七
。)

⑫

当
時
こ
れ
ら
銀
行
は
院
省
政
府
当
局
の
経
理
公
債
庫
券

の
錆
魯
、
或

い
は
省
地
方
当
局

の
資
金
を
す
ぐ
に
調
達
で
き
る
所

で
使
用
さ
れ
た
。
郭
栄
生

「
軍
閥
依
為
外
府
、

以
発
行
紗
券
、
供
給
軍
政
費

甲
為
主
要
任
務
。
」

(『
中
国
省
銀
行
史
略
』
、
頁

一
九
)
。

⑬

章
有
義

『
中
国
近
代
農
業
史
資
料
』
第

二
冊

(上
海

・
三
耽
書
店

、

一
九
五
七
年
、
頁

二
八
三
〉

⑭

中
央
銀
行
経
済
研
究
虞
編

『中
国
農
業
金
融
概
要
』

(上
海
商
務
印
書
館
、
民
国
二
五
年
、
頁
三
六
)
。
同
註
⑬
第
三
冊
、
頁

=
二
四
。

⑮

『農
報
』

一
九

三
二
年
七
月
十

二
日
。
許
達
生
、
「
苛
据
雑
税
問
題
」

(『中
国
経

済
』
、

一
巻
四
、
五
合
期

一
九

喜

二
年
八
月
、
頁
十

一
)
。

⑯

同
註
⑬
、
頁

一
四
五
。

⑰

同
前
、
頁

一
四
二
。

⑱

『銀
行
週
報
』

八
巻
三
八
号

(紀
全
国
実
業
会
議
、

一
九
二
四
年
九
月
三
〇

日
。
頁
四

一
)
。

⑲

同
前



⑩

参
考
、
P
e
r
r
y
,
E
l
i
z
a
b
e
t
h
 
J
.
,
 
R
e
b
e
l
s
 
a
n
d
 
R
e
v
o
l
u
t
i
o
n
a
r
i
e
s
 
o
n
 
N
o
e
t
h
 
C
h
i
n
e
 
1
8
4
5
-
1
9
4
5

(
C
a
l
i
f
o
n
i
a
i
 
s
t
a
n
t
o
r
d
 
U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
 
P
r
e
s
s
 
1
9
8
0

).
P
P
.
3
3
-
3
7

⑪

「安

徽
巡
撫
奏

箒
辮
墾
牧
樹
芸
情
形
並
請
准
奏
　
片
」

(『
商
務
官
報
』
第

五
期

・
光
緒
三
四
年
三
月
五
日
)
。

⑫

『申
結
』
宣
統

元
年
十
月
二
九

日
。

(⑯

『蕪
湖
県
志
』
、
巻

三

一
、
頁

一
。

『太
和
県
志
』
巻
四
、
頁
三
、
九
、
『全
椒
県
志
』
、
巻
五
、
頁
三
。

⑭

劉
家
銘
、
「南
陵
農
民
状
況
調
査
」

(『
東
方
雑
志
』
、
巻

二
〇
、
期
十

六
、
民
国

一
六
年
八
月
、
頁
九
三
)
。

⑮

民
国

一
五
年

『中
国
年
鑑
』

(台
北
、
天

↓
出
版
社
、
民
国

一
五
年
初
版
、
民
国
六

四
年
影
印
初
版
、
頁

一
〇
五
六
)
。

⑯

こ
れ

の
た
め
毎
年
必
要
経
費
が
四
千
元
か
ら
七
千
元
ぐ
ら

い
が
必
要

し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
予
算
も
な
か

っ
た
。

『
一
年
來
之
安
徽
建
設

』
第

一
編
、
頁

一
六
〇
。

⑰

『
一
年
來
之
安
徽
建
設
』
第

一
編
、
頁

一
六

二
、

一
六
五
～

一
六
七
を
参
照
す
る
と
以
下
の
通
り
。

一
九
三
二
年
十

一
月
当
時

の
農
林
機

関
の
面
積
。

の

稲
作
改
良
場
、

一
八
〇
畝
、
口

麦
作
改
良
場
、

一
〇

一
〇
畝
、
日

棉
業
改
良

場
、

四
九
二
畝
、
四

茶
葉
改
良
場
、
九
六
五
畝

田

篁
業
改
良
場
、

一
八

五
畝

㈹

第

一
林

区
か
ら
第
六
林
区
造
林
場
ま
で
の
苗
圃
、
二
〇
〇
畝
、

一
〇
〇
畝
、
四
〇
畝
、
六
〇
畝
、

二
〇
畝
。

⑱

同
前
、
頁

一
八
〇
。

⑲

『
十
年
來
的
中
国
経
済
建
汎酪

、
上
篇
、
第
二
章
、
頁

一
九
〇
。

⑩

同
前
。

⑪

同
註
⑬
、
第
三
輯
、
頁
六

一
八
。

⑫

『申
報
』
、

一
九

一
五
年
十
二
月
十

二
日
、

一
九

一
六
年

二
月

二
二
日
。

『農
林
部
梢
案

』

(台
湾
中
央
研
究
院
所
藏
)

二
〇
1
0
八
/

一
〇
八
-
圖
。

⑬

『実
業
部
梢
案
』

(台
湾
中
央
研
究
所
藏
)
、

一
七
ー
二

一
/

一
九

1
の
、

一
七
ー
二

一
/

一
八
。

⑭

『経
済
部
の
梢
案
』

(台
湾
中
央
研
究
院
所
藏
)

一
八
-
二

一
/

一
一
七
ー
吻

⑮

『経
済
部
の
梢
案
』

(台
湾
中
央
研
究
院
所
藏
)
、

一
八
ー

二

一
/

=

一
七
-
口

⑯

『申
報
』

一
九
三
六
年

六
月

一
日
。

⑰

陳
公
仁
、
「
中
国
今

日
茶
業
之
復
興
問
題
」

(『東
方
雑
誌
』
巻

三
四
、
期
四
、」

九
三
七
年

二
月
十
六
日
、
頁
七
三
)
。

⑱

同
註
④
、
頁
三
二
。

⑲

同
前
、
頁
三
三
。

⑳

郭
文
鱈
、
曹
隆
恭
主
編

『中
国
近
代
農
業
科
技
史
』

(北
京
、
中
国
農
業
科
技
出
版
社
、

一
九
九
〇
年
九
月
、
頁

一
九
)
。



⑪

同
註
⑳

、
第

一
輯
第
二
種

、
上
、
頁

=

○
。

⑫
D
e
c
e
n
n
i
a
l
 
R
e
p
o
r
t
,
 
W
u
h
u
,
1
9
2
2
-
1
9
3
1
.
P
.
6
0
3

⑬

参
考
、
同
註
④
上
、
中
、
下
、
巻
。

⑭
D
e
c
e
n
n
i
a
l
 
R
e
p
o
r
t
,
W
u
h
u
,
1
9
2
2
-
1
9
3
p
6
0
3

ω

⑮

『農
林
部
梢
案
』

(台
湾
中
央
研
究
所
所
蔵
)

二
〇
1
0
七
/
十
七

(十

一
)

⑯

孫
懐
仁
、
「
中
国
農
業
恐
慌
之
解
剖
」

(
『申
報
月
刊
』
、
二
巻
七
号

〔下
〕
、

一
九
三
三
年
七
月
、
頁

一
九
～
二
〇
)
。

⑰

『
海
関
報
告
』
、

一
九
コ
=
二
年

、
頁

二
九
。

⑱

卜
凱
、

『蕪
湖
百
零
二
個
田
家
之
経
済
及
社
会
調
査
』
、

(
一
九

二
四
年
)
。
李
錫
周
編
訳

(
『中
国
農
村
経
済
実
況
』

一
九

二
八
年
、
頁

一
一
一
～

=

二
)
。

⑲

『農
報
附
刊
』
、
民
国

一
二
年
五
月
五
日
。

⑳

天
野
元
之
助

『中
国
農
業
経
済
論
』
巻

一

(東
京

・
改
造
社
、

一
九

四
〇
年
、
頁

=

二
。

⑳

参
考
、
楊
明
拾
、
民
国

二
十
年
長
江
大
水
災
之
研
究
、
政
治
文
学
歴
史
研
究
所
碩
士
論

文
、
台
北
、

一
九

八
七
年
。

⑳

焉
和
法

、
『中
国
農
村
経
済
資
料
続
編
』
上

(中
国
経
済
資
料
叢
書
、
第

一
輯

、
第
三
種
、
華
世
出
版
社
、
民
国
六
七
年
)
。

一
九
三
四
年
調
査
、
頁

八
二
。

⑳

同
註
⑳

、
頁

一
五
五
。

⑳

同
註
①

、
頁

一
八
三
。

⑳

同
註
⑧

(下
)
、
頁
七

一
七
。

⑳

同
註
②

、
頁

一
九
五
。

⑳

参
考
、
同
註
①

⑱

金
陵
大
学
農
学
院
農
業
経
済
糸
編
、
支
那
経
済
資
料

一
七
、

『河
南

・
湖
北

・
安
徽

・
江
西
四
省
小
作
制
度
』

生
活
社
刊
、
頁

二
九
。

⑳

関
於
復
興
農
村
之
消
息
、
『農
村
復
興
委
員
会
会
報
』
、
三
号
、

一
九
三
一二
年
八
月
、
頁

=

六
。

⑳

婁
家
棋
、
「安

徽
天
長
県
的
南

郷
」
、

『新
中
華
雑
誌
』

二
巻
十
七
期
、
民
国

;

二
年

、
頁
三

五
。


